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上淀八
はっ さ く

朔綱引き
上淀地区に古くから伝わる、上淀八朔
綱引きが、９月３日に行なわれました。
この綱引きは、地区の人々が持ち寄っ
た稲わらでクチナワさん（大蛇）を作り、
集落の中で大蛇の胴体の綱を引いて作
物の豊凶を占う行事で、150年以上も
前からこの地区で大切に守られていま
す。
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ち
ょ
っ
こ
し
お
じ
ゃ
ま
し
ま
〜
す

第
４
回

　

最
終
回
は
、
山
陰
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
丸
ち
ゃ
ん
こ
と
丸
山
聡
美
さ
ん
と
伊
木

市
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
丸
ち
ゃ
ん
は
今
、
仕
事
を
し
な
が
ら
子

育
て
真
っ
最
中
で
忙
し
く
過
ご
し
て
お
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
の
お
仕
事
や
生
活
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

丸
山
さ
ん　

現
在
は
Ｂ
Ｓ
Ｓ
テ
レ
ビ
の
「
生
た

ま
ご
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
！
」
と
い
う
番
組
と
鳥
取
県
政

番
組
の
「
マ
ル
っ
と
！
と
っ
と
り
」
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
生
放
送
が
あ
っ
た
り
、
山
陰
両
県

を
取
材
に
回
っ
た
り
し
な
が
ら
、「
テ
レ
ポ
ー

ト
山
陰
」
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、「
生

た
ま
ご
Ｂ
ａ
ｎ
ｇ
！
」
の
ミ
ニ
コ
ー
ナ
ー
の
編

集
作
業
を
行
な
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
２
歳
３
か
月
に
な
る

仕
事
の
幅
は
広
が
っ
た
か
な
と
い
う
の
は
感
じ

ま
す
。

伊
木
市
長　

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

―
―
市
長
さ
ん
も
、
今
、
子
育
て
の
最
中
で

す
け
ど
、
４
月
か
ら
市
長
に
な
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
だ
い
ぶ
生
活
も
変
わ
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
で
す
か
。

伊
木
市
長　

え
ー
と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
で
す
ね（
笑
）。
ワ
ー
ク
・
ワ
ー
ク
・

バ
ラ
ン
ス
。
で
も
、
そ
の
中
で
短
い
時
間
で
も

子
ど
も
と
は
会
話
を
し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
よ

う
に
は
し
て
ま
す
ね
。
土
日
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
サ
ッ
カ
ー
を
見
に
行
く
と
か
は
、
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
け
ど
、
今
日
は
試
合
ど
う
だ
っ

た
と
か
話
す
こ
と
は
し
て
い
ま
す
。

丸
山
さ
ん　

お
子
さ
ん
は
お
い
く
つ
な
ん
で
す

か
？

伊
木
市
長　

小
学
５
年
生
と
３
年
生
で
す
。

―
―
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
ラ
イ

フ
の
部
分
は
子
育
て
も
で
す
け
ど
、
自
分
の
趣

味
と
か
ご
近
所
と
の
付
き
合
い
と
か
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

伊
木
市
長　

そ
こ
は
も
う
、
絶
対
に
こ
う
し
な

い
と
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
て
、
人

生
の
一
時
期
に
す
ご
く
仕
事
を
し
た
り
、
す
ご

く
子
育
て
に
時
間
を
と
っ
た
り
と
か
、
ト
ー
タ

ル
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
れ
ば
い
い

じ
ゃ
な
い
か
な
。
つ
ま
り
一
日
の
中
で
の
バ
ラ

ン
ス
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
私
は
人
生
の
中
で
バ
ラ

息
子
と
夫
の
３
人
暮
ら
し
で
す
の
で
、
保
育
園

の
送
り
迎
え
は
夫
と
お
互
い
綱
渡
り
の
よ
う
に

調
整
し
な
が
ら
し
て
い
ま
す
。

伊
木
市
長　

仕
事
の
時
間
も
不
規
則
な
ん
で

し
ょ
う
ね
。

丸
山
さ
ん　

は
い
。
夫
の
仕
事
も
前
日
に
な
っ

て
み
な
い
と
明
日
が
ど
う
な
の
か
わ
か
ら
な
い

よ
う
な
日
々
な
の
で
、
お
互
い
の
仕
事
も
優
先

し
な
が
ら
、
ま
ず
は
子
ど
も
第
一
で
。

―
―
山
陰
放
送
さ
ん
は
、
鳥
取
県
の
男
女
共

同
参
画
推
進
企
業
と
し
て
も
認
定
を
受
け
て
社

員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
も
熱
心

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
け
ど
、
社
内
の
制

度
的
な
も
の
は
ど
う
で
す
か
。

丸
山
さ
ん　

改
め
て
制
度
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

調
べ
て
み
た
ん
で
す
け
ど
、
育
児
休
業
は
も
ち

ろ
ん
男
性
も
女
性
も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

男
性
で
も
16
年
前
に
は
も
う
取
得
し
て
い
ま
し

て
、
３
人
取
っ
て
い
ま
す
。

―
―
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
男
性
で
育
児
休

業
を
取
得
す
る
の
は
、
現
実
的
に
は
ち
ょ
っ
と

厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

丸
山
さ
ん　

女
性
は
も
う
普
通
に
育
休
も
産
休

も
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
復
帰
し
て
か
ら

も
、
元
に
い
た
職
場
で
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
特
に
影
響
は
な
い
な

と
い
う
の
は
感
じ
ま
す
ね
。
実
際
、
職
場
復
帰

す
る
と
き
に
、
ホ
ン
ト
に
番
組
付
け
て
も
ら

え
る
か
な
と
か
心
配
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
し
た

ね
。
で
も
、
働
い
て
み
る
と
出
産
す
る
前
と
同

じ
よ
う
に
、
む
し
ろ
出
産
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

特集：ワーク・ライフ・バランス

ワーク・ライフ・バランス
～仕事と生活の調和～

　ワーク・ライフ・バランスとは、働くすべての人々が「仕事」と、育児、
介護、趣味、学習、休養、地域活動といった「仕事以外の生活」との
調和をとり、その両方を充実させる働き方・生き方のことです。
　一人一人にそれぞれのワーク・ライフ・バランスがあります。
　広報よなごでは７月から10月までの４回にわたって、いろいろなか
たちのワーク・ライフ・バランスについて紹介してきました。
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、 ３７－３１８４）



丸
山
さ
ん　

制
度
は
非
常
に
充
実
し
て
き
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
米
子
市
は
日
本
海
も
大
山

も
近
い
け
ど
、
意
外
に
市
街
地
に
自
然
と
触
れ

合
う
場
所
が
少
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
家
に
近
い
と
こ
ろ
に
緑
あ
ふ
れ
る
公
園

が
あ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
仕
事
か
ら

帰
っ
て
か
ら
ち
ょ
っ
と
子
ど
も
を
遊
ば
せ
た
い

な
と
思
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
行
け
る
よ
う
な
。

伊
木
市
長　

今
、
米
子
市
は
公
園
だ
け
で
は
な

く
て
、
子
ど
も
の
遊
び
場
が
減
っ
て
い
ま
し

て
、
一
か
所
に
集
中
す
る
ん
で
す
よ
。
弓
ヶ
浜

公
園
と
か
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
と
か
ね
。
子
育

て
を
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
私
は
、
市
内
全
体
で
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
で
き
る
ま
ち
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
働
く
場
所
と
し
て
の
米
子

だ
け
で
は
な
く
、
生
活
す
る
場
と
し
て
の
米
子

が
充
実
す
る
よ
う
、
た
と
え
ば
、
気
軽
に
自
然

を
楽
し
め
る
と
か
、
生
活
空
間
と
し
て
の
米
子

の
ま
ち
を
楽
し
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

丸
山
さ
ん　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ン
ス
を
、
と
思
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
今
は
猛
烈

に
働
い
て
も
で
す
ね
、
後
で
そ
れ
を
生
か
し
て

次
の
楽
し
い
仕
事
に
な
っ
た
り
と
か
、
そ
ん
な

考
え
方
も
あ
っ
て
も
い
い
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

丸
ち
ゃ
ん
も
、
子
ど
も
が
２
歳
の
時
期
っ
て

今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
し
、
今
は
今
で
思
い
っ
き

り
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
僕
は

忙
し
く
て
子
ど
も
と
接
す
る
機
会
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
け
ど
、
た
だ
１
歳
２
歳
と
か
ね
、
あ

の
頃
は
本
当
に
よ
く
遊
ん
だ
り
じ
ゃ
れ
た
り
し

た
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
は
と
れ
て
る
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
よ
。

―
―
ト
ー
タ
ル
だ
そ
う
で
す
。（
笑
）

丸
山
さ
ん　

は
〜
、
そ
ん
な
に
長
い
期
間
で
考

え
て
い
な
く
て
、
も
う
今
が
ど
う
か
っ
て
い
う

と
こ
ろ
し
か
見
て
な
か
っ
た
で
す
。

―
―
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
、
丸
ち
ゃ

ん
が
米
子
市
に
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
米

子
市
だ
っ
た
ら
良
い
な
と
い
う
と
こ
ろ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

ワーク・ライフ・バランス推進月間記念講演会
仕事も生活もレッツ・エンジョイ !!!

■と き　10月29日（日）午後１時～３時15分　■ところ　米子商工会議所 ７階 会議室
　仕事と、家事・育児・介護や地域活動・趣味・学習などさまざまな活動の調和がとれ、それ
ぞれが充実した状態である“ワーク・ライフ・バランス”を実現するためにはどうすればいい
のか？ そのヒントとなることを、若者の未婚化・晩婚化の問題も含めて、いろいろな角度から
考えていきます。
　「仕事（ワーク）」も「生活（ライフ）」も大切にする生き方は、一人一人や家庭のしあわせに、
そして会社の発展や豊かな社会づくりにつながります。
※車でお越しの方は米子市役所駐車場（会場で無料処理します。）、または近隣の有料駐車場を
ご利用ください。

講演１　「若者の結婚の希望を叶えるためのワーク・ライフ・バランス」
　 　 講 師　ＮＰＯ法人むすび　代表理事　宮本育代さん
講演２　「わが社のワーク・ライフ・バランス

　　　　　～働いて楽しい企業を目指して～」
　 　 講 師　株式会社永井電機工業所　代表取締役　永井善郎さん
講演３　「ワーク・ライフ・バランスの充実

　　　　～住んで楽しい米子市を目指して～」
　 　 講 師　米子市長　伊木隆司
パネル展示　米子市内ワーク・ライフ・バランス推進企業の取り組み事例など
■主 催　米子市・米子商工会議所
■問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１８、 ３７－３１８４）

市民一人一人が、自分の望む
働き方や生き方を選ぶことが
できる「住んで楽しいまち・
米子」になるといいな！

入場無料
申込不要



平成28年度決算の状況
　　一般会計
　平成28年度の一般会計は歳入の総額が646億1,678
万円、歳出の総額が630億5,652万円となり、翌年度
へ繰り越した事業を実施するための財源を除いた実質
収支は12億7,778万円で、黒字決算となりました。

歳入総額　646億1,678万円
前年度比17億368万円減（▲ 2.6％）

歳出総額　630億5,652万円
前年度比22億5,187万円減（▲ 3.4％）

（▲はマイナス）

市税　186億6,520万円

民生費　251億9,726万円
子どもやお年寄り、障がいがある方
などへの福祉のためのお金

前年の所得や所有する土地家屋な
どに応じて納めてもらう税金

国や県が必要だと認めた事業に対して
国や県から配分されるお金

人口や税収などに応じて国から
配分されるお金

貸したお金の返済金や宝くじ助成金
など

施設をつくるときなどに借りるお金

国が徴収し市に譲与されるお金

ごみ処理手数料など

繰越事業などのためのお金

財産収入など

庁舎や財産の管理、戸籍の管理、
税金の徴収などのためのお金

商工業・観光振興のためのお金

借入金返済のためのお金

小中学校の施設の整備や文化の振興
などのためのお金

道路や公園の整備など、
まちづくりをするためのお金

健康診断や予防接種、ごみの
処理などをするためのお金

農業や水産業の振興のためのお金

議会や消防団に関するお金など

総務費　90億1,159万円

商工費　80億 557万円

公債費　64億3,241万円

教育費　44億2,606万円

土木費　49億6,396万円

衛生費　31億9,098万円

農林水産業費　10億9,908万円

その他　7億2,963万円

国・県支出金　153億5,674万円

地方交付税　94億2,742万円

諸収入　82億 246万円

市債　44億7,584万円

譲与税・交付金　34億2,854万円

使用料・手数料など　27億5,470万円

繰越金　10億1,206万円

その他　12億9,382万円

※数値は、項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

市民税や固定資産
税の増などにより、
約３億６千万円増
加しました。

扶助費（※）の増
などにより、約11
億６千万円増加し
ました。

地方消費税交付金
や株式等譲渡所
得割交付金の減
な ど に よ り、 約
３億６千万円減少
しました。

差引額15億6,025万
円のうち、翌年度に繰
り越すべき財源は２億
8,248万円でした。
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1.5％
1.7％

28.9％

40.0％

23.8％

14.3％

14.6％
12.7％

12.7％
10.2％

6.9％ 7.9％

5.3％ 7.0％

4.3％ 5.0％

米子市のお財布事情米子市のお財布事情

私たちの税金は、どんなことに
使われているのかな？

※扶助費とは…
法令に基づいた
生活保護費や児
童手当などの支
給や、市が単独
で行なう各種扶
助のための経費



　　特別会計

会 計 名 歳 入 （Ａ） 歳 出 （Ｂ） 収支差引額（Ａ－Ｂ）対前年度比
国 民 健 康 保 険 事 業 170億6,971万円 171億5,521万円 ▲ 4.2% ▲ 8,550万円
住 宅 資 金 貸 付 事 業 673万円 1億8,590万円 ▲ 3.2% ▲ 1億7,917万円
土 地 取 得 事 業 5,678万円 5,678万円 ▲ 88.5% 0円
下 水 道 事 業 64億 460万円 60億9,209万円 0.4% 3億1,251万円
駐 車 場 事 業 7,559万円 6億3,797万円 ▲ 9.8% ▲ 5億6,238万円
農 業 集 落 排 水 事 業 7億1,293万円 7億1,009万円 5.3% 284万円
市 営 墓 地 事 業 2,706万円 1,871万円 ▲ 0.5% 835万円
介 護 保 険 事 業 141億6,655万円 136億1,388万円 ▲ 0.6% 5億5,267万円
後 期 高 齢 者 医 療 16億7,086万円 16億6,555万円 3.4% 531万円

　　企業会計
　上水道事業　　　　　　　　　　　　　　　　工業用水道事業

　　
収益的収支（水道料金などでの収支） 収益的収支（水道料金などでの収支）

収 益 的 収 入 36億6,016万円 収 益 的 収 入 2,276万円
収 益 的 支 出 27億9,445万円 収 益 的 支 出 1,871万円
差 引 額 8億6,571万円 差 引 額 405万円

資本的収支（建設改良などでの収支） 資本的収支（建設改良などでの収支）
資 本 的 収 入 31億1,099万円 資 本 的 収 入 ０円
資 本 的 支 出 36億 895万円 資 本 的 支 出 291万円
差 引 額 ▲ 4億9,796万円 差 引 額 ▲ 291万円

※臨時財政対策債とは…地方交付税の不足分をまかなうため、地方交付税の代わりとして自治体が借りることのできる地方債

◆市の借金（市債）

◆市の貯金（基金）
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（事業内容）　
　　取水・送配水設備の保守管理など

（事業内容）　老朽管の更新
　　　　　　耐震型配水管の布設など

0

2,000

4,000

6,000

8,000

基金現在額の推移
百万円

公営企業のような特定の事業を行なう場合には、特定の歳入を特定の歳出
に充てるため、一般会計と区別して特別会計を設置しています。

　平成28年度末の市債残高は、借入れ額を抑制したため前年度より減少し、約644億円です。

地方債残高

臨時財政対策債（※）などの
特別債を除く残高

少しずつ貯金が
増えているね！
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財政の健全性に関する比率を公表します
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律により、４つの健全化判断比率と資金不足比率を公表しま
す。
　これらの比率は、自治体の財政の悪化の兆候を見つけて、早めに財政状況を改善させることにより財
政破綻を未然に防ぐことを目的として、国が法律で定めたものです。
　平成28年度決算においては、前年度と同様に実質赤字比率および連結実質赤字比率に赤字は生じてい
ません。また、実質公債費比率および将来負担比率はともに低減しました。

【健全化判断比率】
　平成28年度決算における米子市の健全化判断比率は、いずれの比率も早期健全化基準を下回っ
ています。

指 標 ・ 説 明 28年度 27年度 26年度 早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

実質赤字比率 標準財政規模※１に対する一般会
計などの赤字の割合 赤字なし 赤字なし 赤字なし 11.74%以上 20.00%以上

連 結 実 質
赤 字 比 率

標準財政規模に対する全会計の
赤字の割合 赤字なし 赤字なし 赤字なし 16.74%以上 30.00%以上

実 質 公 債
費 比 率

標準財政規模に対する１年間で
支払った借入金返済額などの割合 13.6% 15.2% 16.8% 25.0%以上 35.0%以上

将来負担比率 標準財政規模に対する将来市が
支払う借入金返済額などの割合 124.8% 134.1% 153.5% 350.0%以上

【資金不足比率※２】
　すべての公営企業会計において、資金不足額は生じていません。

公 営 企 業 会 計 名 28年度 経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 資金不足なし

20.0%以上
工 業 用 水 道 事 業 会 計 資金不足なし

下 水 道 事 業 特 別 会 計 資金不足なし

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 資金不足なし

参考
※１　標準財政規模とは

自治体が通常の行政サービスを提供するために必要な一般財源をどの程度持っているのかを表す指
標で、市税と普通交付税が主なものです。

※２　資金不足比率とは
公営企業ごとの事業規模に対する資金不足額の割合です。

※健全化判断比率・資金不足比率の算定方法は、米子市ホームページの「健全化判断比率・資金不足比率」に掲
載しています。（URL　http://www.city.yonago.lg.jp/8410.htm）

■問合せ　財政課（☎２３－５３２２、 ２３－５３９０）

引き続き財政の健全化
に取り組まないとね！



米子市の財政指数
（普通会計ベース）

経常収支比率（％） 市民１人あたり基金現在高（円） 市民１人あたり市債残高（円）
鳥取市 87.9 境港市 118,081 境港市 361,915

類似団体平均 89.7 類似団体平均 115,282 米子市 436,805
米子市 91.1 倉吉市 106,629 類似団体平均 458,682
境港市 93.5 鳥取市 81,040 鳥取市 508,990
倉吉市 95.4 米子市 44,503 倉吉市 651,189

お金が義務的な経費などにどれ
だけ充てられているかを示す割
合です。比率が低いほど施策に
使える財源が多いといえます。

市民１人あたりの基金（一般家
庭でいうところの貯金）現在高で
す。

市民１人あたりの市債（一般家
庭でいうところの借金）残高で
す。

財政力指数 人口1,000人あたりの職員数（人）
◆普通会計とは…
全国の市町村と比較できるよう
に、統一的な基準に基づいた会
計区分のことで、米子市の場合
は、「一般会計」に「市営墓地
事業特別会計」をはじめとする
３つの特別会計と「駐車場事業
特別会計のうちの駐輪場部分」
を合わせた会計をいいます。

米子市 0.67 米子市 5.34
類似団体平均 0.62 鳥取市 6.06
境港市 0.53 境港市 6.45
鳥取市 0.52 類似団体平均 6.98
倉吉市 0.44 倉吉市 7.58

地方公共団体の財政力を示す指
数で、高いほど普通交付税算定
上の留保財源が大きいことにな
り、財源に余裕があるといえま
す。指数が１を超える地方公共団
体は普通交付税の不交付団体と
なります。
※普通交付税…地方交付税の主体を
なすもので、各地方公共団体の標準
的な財政需要に対して財政収入が不
足する場合に、その財源不足額を一
定の方法によって算定し、交付する
ものです。

人口1,000人あたりの職員数（特
別職を除く。）で、この指標を
類似団体と比較することで職員
数の適正度をみることができま
す。
なお、数値の上昇は、保育士確
保のため任期付職員を採用した
ことによるものです。

類似団体とは…
　全国の市町村を「人口」、「産業構造」の２要素の組合せによって類型ごとに分類したもので、米子市（平成27
年度国勢調査149,313人）は、人口10万人～15万人までで、第２次産業と第３次産業の合計が90％未満（うち
第３次産業が55％以上）の類型の都市になります。
　なお、今回の比較では、類似団体の中からさらに面積が類似する団体（16団体）を選びました。

※類似団体平均の数値は、平成28年度地方財政状況調査をもとに算出した速報値（平成29年８月31日現在）
です。
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平成29年度　米子市ふれあい健康フェスティバル
■と き　10月12日（木）、14日（土）、15日（日）
■ところ　ふれあいの里　　

「先端医療創造都市よなご」情報発信事業
「健康で安心して暮らせる米子のこれから」
14日（土）午後１時30分～４時（受付：午後１時～）

　１階　大会議室 
　米子市には、鳥取大学医学部附属病院をはじめとした
大規模な病院のほか、多数の医療機関や介護施設があり、
全国的に見ても医療資源に恵まれています。その医療資
源をいかし、安心して暮らせるまちづくりや地域の活性
化を推進するため、在宅医療や未来に向けた取り組みに
ついての講演会を開催します。

第１部　「在宅医療推進フォーラム」
講演　「地域における薬局の役割～薬局から

の新しい提案～」
講師　株式会社ミルキーファーマシー　イヨ

ウ薬局　福市店　川島　雅弘さん
第２部　「未来への取り組み」
講演　「特命！『がん』の転移を予防せよ！」
講師　鳥取大学医学部生命科学科病態生化学

分野　准教授　尾﨑　充彦さん
■問合せ
地域政策課（☎２３－５３５３、 ２３－５３９２）
長寿社会課（☎２３－５１５５、 ２３－５０１２）

絵本を読んで演奏を楽しむ会
12日（木）午後２時～３時
　１階　大会議室

　チェロ・ピアノ・ヴァ
イオリンの生演奏を楽
しみながら、赤ちゃん
も、お父さんも、お母
さんも、一緒に絵本の
朗読を聴いてみません
か？パネルシアターと
エプロンシアターも行
ないます。

▼演奏
　チェロ　博愛病院小児科医師　原田　友一郎さん
　ピアノ　米子管弦楽団　本田　祐美子さん
　ヴァイオリン　米子管弦楽団　岡野　桃子さん

▼絵本の朗読
　米子市立図書館司書

■交通安全教育車ことぶき号　米子警察署
（受付時間：午前10時～11時30分、正面玄関）
交通安全教育車（ことぶ
き号）による運転操作の
検査や夜間の視認性等の
体験ができます。
※悪天候の場合は中止す
ることがあります。

問合せ　健康対策課　☎２３－５４５１、 ２３－５４６０

健康講演会

ロコモティブシンドロームと
運動器慢性疼

とう

痛
15日（日）午後２時～３時30分

１階　大会議室
　ロコモティブシンドローム（ロコモ）は、運動器の
障がいによって、介護、介助が必要な状態になってい
たり、そうなるリスクが高くなっている状態です。ロ
コモの原因となる腰部脊

せきちゅうかんきょうさくしょう

柱管狭窄症、変形性膝関節症、
骨粗しょう症などによる腰痛や関節痛は、慢性化し易
く、痛みの悪循環を形成し引きこもりや要介護の原因
となってしまいます。これら運動器慢性疼

とう

痛を克服し
て痛みを気にしないで日常生活がすごせるように痛み
の最新治療と予防について学びましょう。
講師　瀧田整形外科医院　院長　瀧

たき

田
た

　寿
とし ひ こ

彦さん

「骨と関節の日」特別講演会

「こどもの健康週間行事」

☆企画コーナー・展示　14日（土）
※各コーナーの受付時間にご注意ください。

第３回しゃべって未来や
教えて！うつ病

身体を動かせば気分も晴れる！？
講師　鳥取大学医学部 精神行動医学分野

 准教授　岩田正明さん
■と き　10月18日（水）午後２時～３時30分
■ところ　米子市男女共同参画センター“かぷりあ”
■定 員　30人程度　※参加無料
■申込・問合せ　男女共同参画推進課（☎２３－５４１９、
３７－３１８４、Ｅメール：danjyo@city.yonago.lg.jp）

入場無料

第16回ゆめ講演会
「ＤＥＳＩＧＮ　偉大なしろうと」

講師　浦　一也さん
■と き　11月19日（日）午後２時～
　　　　　（開場：午後１時30分）
■ところ　米子市淀江文化センター さなめホール
※入場無料。10月２日から各公民館等にて入場整理券を
配布します。（入場整理券の枚数には限りがあります。）
■問合せ　よどえまちづくり推進室
　　　　　（☎５６－３１６４、 ５６－５２０１）

ことぶき号



■糖尿病無料検査コーナー　鳥取県臨床検査技師会
（受付時間：午前10時～11時30分、１階　ロビー）
血糖値検査、尿検査の後、医師等による診断と指導を
行ないます。（先着100人）
■移植相談コーナー　鳥取県臓器・アイバンク
（受付時間：午前10時～正午、１階　ロビー）
お気軽にご相談ください。資料の展示やカラフル風船
の配布も行ないます。

■がん細胞を見てみよう！　鳥取県細胞検査士会
（受付時間：午前10時～正午、１階　ロビー）
がん細胞を顕微鏡で見てみませんか？子宮頸がん検診、
細胞検査士会に関するパネル展示もあります。

☆食生活改善推進員会コーナー
おいしく減塩！食生活を振り返ってみませんか？
（受付時間：午前10時～正午、１階　ロビー）

■みそ汁試飲　ご家庭のみそ汁と飲み比べてみません
か？
■みそ汁塩分測定　ご家庭のみそ汁をお持ちくださ
い。（50㏄程度）　塩分量を確認してみませんか？
■食育と生活習慣病予防展示ー朝食おすすめメニュー
「野菜350グラム＋もう１皿運動」活動

■もの忘れ相談（タッチパネル検査体験コーナー）
（受付時間：午前10時～11時30分、１階　ロビー）
もの忘れが気になったら、早めに相談することが大切です。

■マタニティー・スクール＆すくすく相談　秋のスペシャル
（受付時間：午前９時～11時、３階　保健指導室）
【マタニティー・スクール】　パパのマタニティー体験・
もく浴体験・簡単にできるおもちゃ作りなど

【すくすく相談】　乳幼児の身体計測・栄養相談・歯の
相談・おっぱい相談・絵本の読み聞かせコーナーが
あります。

■ふらっと、運動体験！
（受付時間：午前９時30分～11時30分、２階　作業療法室）
日頃の運動習慣をつくるきっかけに、体験してみては
いかがでしょうか？

■鳥取県栄養士会コーナー
（受付時間：午前10時～正午、４階　研修室２）
　● 試食…おやつにも野菜を！
　● 栄養相談…普段から気になっていた食事、栄養に関
することなどを相談してみませんか？

■バザー
（受付時間：午前10時～正午、４階　中会議室）
パン、焼き菓子、日用品など。

■大人のお口のコーナー
（受付時間：午前10時～11時30分、３階　ロビー）
健康維持のためには、歯の健康も大切です。歯科に関
するパネルの展示・歯科相談コーナーもあります。

☆地区保健推進員連絡協議会コーナー
（受付時間：午前10時～11時30分）

■ラダー（はしご）ウォーキング（２階　ロビー）
　メディカルフィットネスセンターＣ

チ ャ ッ ク ス

ＨＡＸに指導し
ていただき、ラダー（はしご）でステップを踏みなが
らウォーキングをします。運動靴でご参加ください。
■体力測定（３階　運動指導室）
　フィットネスクラブパジャ米子の健康運動指導士の
方に指導していただき、体力測定をします。今年度は
鳥取大学医学部附属病院の理学療法士の方の協力で、
あなただけの運動処方も体験できます。
■骨密度測定＆クイズ（４階　研修室１）
　鳥取大学医学部附属病院の理学療法士の方等の協力
で、骨密度測定をします。健康に関するクイズも同時
開催します。
※骨密度測定の整理券を午前９時50分から１階大会
議室で配布します。（先着150人）

■パネル展示（１階　ロビー）
　保健推進員の活動を紹介します。

☆パネル展示
　14日（土）～15日（日）（１階　ロビー、２階　ロビー）
●献血パネル展　
●いのち　守り　支えあうパネル展
●消費者問題啓発パネル展　
●ハンセン病パネル展
●地区保健推進員連絡協議会パネル展
●食育と生活習慣病予防展示

同時開催　ふれあいの里指定管理者自主事業
餅つき実演と紅白餅の振舞いコーナー

つきたての紅白餅を、ご来館の皆さんにプレゼント。
■と き　14日（土）午前11時～、午後１時～、
■ところ　ふれあいの里　１階
※数に限りがあります。また、悪天候の場合は中止す
ることがあります。
■問合せ　ふれあいの里（☎２３－５４９１）

☆企画コーナー・展示　14日（土）※各コーナーの受付時間にご注意ください。

第３回米子市消費生活セミナー
時代を読み解く

～正しい判断は、正しい情報から～
講師　辛

し ん ぼ う

坊　治
じ

郎
ろ う

さん
（株）大阪綜合研究所代表・ニュースキャスター
■と き　11月23日（木・祝）午後１時30分～３時
■ところ　米子市公会堂　大ホール
■定 員　1,126人　※入場無料・申込不要
■問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８、 ２３－５３９１）

第２回米子市消費生活セミナー
講演と無料法律相談

■と き　11月12日（日）午後１時30分～５時
■ところ　米子市立図書館　多目的研修室
講演　「商品、住宅の欠陥と法的救済」（午後１時30分～）
　 ▼定 員　100人　※入場無料・申込不要
弁護士による無料法律相談（午後３時～５時）
　 ▼定 員　８人（１人30分程度）
　　　　　※要予約、定員になり次第締め切ります。
■問合せ　市民相談課（☎２３－５３７８、 ２３－５３９１）



マイナンバーによる情報連携が始まります

マイナポータルのサービス

■マイナンバー制度についてのお問い合わせ
　内閣府　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８
　　　　　平日：午前９時30分～午後８時、土日祝：午前９時30分～午後５時30分（年末年始除く）
　内閣府　社会保障・税番号制度のホームページ　http://www.cao.go.jp/bangouseido/index.html

　マイナンバーによる情報連携が開始されると、社会
保障や税などに関する手続きの一部で添付書類の一部
が不要になります。運用開始は平成29年10月頃を予
定していますが、変更される場合もあります。
　なお、情報連携の対象外の手続きや、対象手続きで
あっても引き続き必要な添付書類もありますので、各
種手続きの際は、各担当課にお問い合わせください。

情報連携とは、マイナンバー法に基づき、これ
まで住民の皆さんが行政の各種事務手続で提出
する必要があった添付書類を省略することがで
きるよう、専用のネットワークシステムを用い
て、異なる行政機関の間で情報を直接やり取り
する全国的なシステムです。

マイナポータルのサービスが始まりました
　マイナポータルは皆さん一人ひとりのマイナンバー
に関するweb上のポータルサイトです。平成29年７
月から一部のサービスが始まりました。子育てなどに
関する行政手続きがワンストップでできたり、行政機
関からのお知らせを受け取ることができます。米子市
で利用可能となる具体的なサービス内容、開始時期は、
詳細が決まり次第お知らせします。
※ご利用にはマイナンバーカードが必要です。カード
の申請方法は市民課へお問い合わせください。

※ご自宅で利用される場合は、インターネットに接続
できるパソコンと IC カードリーダライタが必要で
す。スマートフォンで利用される場合は、マイナン
バーカードに対応する機種のみ利用できます。

行政サービス検索と電子申請
あなたにあったサービスの検索ができたり、行政
機関や民間事業者へのオンライン申請・オンライ
ン決済などができます。

もっとつながる（外部サイト連携）
事前登録することで、マイナポータルから外部サ
イトへ直接ログインすることができます。

やりとり履歴（情報提供等記録表示）
あなたの特定個人情報を行政機関がやりとりした
履歴を確認することができます。

あなたの情報（自己情報表示）
行政機関が保有するあなたの情報を検索して確認
することができます。
例）所得情報、予防接種履歴、給付情報など

操作履歴
あなたのマイナポータルの操作履歴を確認するこ
とができます。

お知らせ
行政機関から配信されるお知らせを受けとること
ができるようになります。

米子市廃棄物減量等推進審議会の
委員を募集します

　米子市の一般廃棄物の減量と適正な処理について審
議していただくため、次のとおり委員を募集します。
■公募人数・応募資格　２人・平成29年４月２日現在、
満20歳以上で、市内に在住または通勤・通学してい
る方。米子市職員を除く。

■会議　２時間程度の会議を年３回程度開催予定
■任期　２年（平成29年12月１日～平成31年11月30
日を予定）

■応募方法　「一般廃棄物の減量と適正な処理」につい
ての考えを800字程度にまとめ、所定の応募申込書
を同封のうえ、次の応募先に送付してください。

※応募申込書は米子市ホームページに掲載しています。
また、環境政策課窓口でもお渡しします。

■応募締切　10月31日（火）必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類選考します。
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市中町20番
地　米子市環境政策課（☎２３－５２５９、 ２３－
５２５８、Ｅメール：kankyoseisaku@city.yonago.
lg.jp）

米子市環境審議会の委員を募集します
　米子市の環境の保全と創造（創り出すこと）に関し
て基本的な事項を調査・審議していただくため、次の
とおり委員を募集します。
■公募人数・応募資格　４人・平成29年４月２日現在、
満20歳以上で、市内に在住または通勤・通学してい
る方。米子市職員を除く。
■会議　２時間程度の会議を年１～２回程度開催予定
■任期　平成29年11月～平成31年11月（予定）
■応募方法　「米子市の環境の保全と創造」についての
考えを800字程度にまとめ、所定の応募申込書を同
封のうえ、次の応募先に送付してください。
※応募申込書は米子市ホームページに掲載しています。
また、環境政策課窓口でもお渡しします。
■応募締切　10月31日（火）必着
■選考方法　応募書類をもとに、書類選考します。
■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市中町20番
地　米子市環境政策課（☎２３－５２５６、 ２３－
５２５８、Ｅメール：kankyoseisaku@city.yonago.
lg.jp）



保育施設の入所申請が変わります
　平成30年４月１日の保育施設入所を希望される方へ
　申請書配布期間および受付時期等について、今年度
から次の３点の変更を行ないます。
変更①　申請書類の配布期間　
　いままで：申請書類配布および受付期間
　　　　　　11月１日～30日
　これから：申請書配布期間
　　　　　　10月16日（月）～11月30日（木）
　　　　　　申請受付期間　11月１日（水）～30日（木）
　申請書類の配布は市役所本庁舎１階こども未来課
（11番窓口）および各保育施設で行ないます。
　なお、入所可能児童数（空き状況）については、
11月１日（水）に公開します。
変更②　申請書類の受付場所
　いままで：第１希望の保育施設
　これから：市役所本庁舎１階こども未来課（11番窓口）
変更③　保育施設入所の相談窓口の受付時間　
　いままで：随時受付
　これから：受付期間中（11月１日（水）～30日（木））

は、午前８時30分～11時30分、午後１
時～４時30分

　入所や申請についての相談をご希望の場合は、こ
の時間中に本庁舎１階こども未来課（11番窓口）へ
お越しください。
■問合せ　こども未来課子育て支援係
　　　　　（☎２３－５１７７、 ２３－５１３７、
　　　　　Ｅメール：kodomo@city.yonago.lg.jp）

広告主を募集します
　平成30年度ごみ分別収集カレンダー＆健康ガイド・
国保ガイドの広告主を募集します。

▼印刷部数　87,000部　（平成29年度実績）

▼広告の場所　４月・６月・８月・10月・12月・２月
の下部に２枠ずつ掲載します。

▼広告のサイズ　１枠…たて2.5cm、よこ13.5cm

▼広告掲載料　１枠50,000円

▼募集期間　10月２日（月）～11月10日（金）
■申込・問合せ　環境事業課
　　　　　　　　（☎２３－５３００、 ３０－０２７１）
　応募方法・掲載基準など、くわしくは「米子市ホー
ムページ」に掲載しています。

ふれあいコンサート米子公演
　航空自衛隊西部航空音楽隊によるコンサートを開催
します。
■と き　11月19日（日）開演：午後２時～４時

開場：午後１時
■ところ　米子コンベンションセンター多目的ホール
※入場無料、入場整理券が必要です。入場整理券は10
月中旬から配布します。
■入場整理券配布場所　自衛隊米子地域事務所（西福
原３丁目３－１　ＹＮＴ第４ビル２階）

■問合せ　自衛隊米子地域事務所（☎３３ー２４４０）

第３回原子力防災現地研修会（見学会）
■と き　10月25日（水）午前10時30分～午後３時20分
●島根県原子力防災センター（松江市中原町）
●島根原子力発電所（松江市鹿島町片句）【バス車内
から見学】

■集合
　 ▼西部総合事務所：午前９時（解散：午後４時50分）
　 ▼境港市役所：午前９時40分（解散：午後４時20分）
■応募締切　10月16日（月）必着
■募集定員　40人
■申込・問合せ　〒６８０－８５７０　鳥取市東町一丁
目２７１　鳥取県危機管理局原子力安全対策課（☎
０８５７－２６－７９７３、 ０８５７－２６－８８０５、
Eメール：genshiryoku-anzen@pref.tottori.lg.jp）

■注意事項　◎ハガキに参加される全ての方の住所・
氏名（ふりがな）、電話番号、生年月日を記入のうえ、
ご応募ください。（ハガキ１枚で２人まで応募可。電
話やＦＡＸ、Ｅメールでも申込みができます。）
※電話受付は、平日の午前９時～午後５時
◎参加費無料　◎見学には本人確認書類が必要です。

西部消防局からのお知らせ
● 11月９日は『１１９番の日』です
　消防に対する理解を深め、防火防災意識の高揚と地
域ぐるみの防災体制の確立を目的として、昭和62年に
消防庁が 11月９日を『１１９番の日』として制定しま
した。
　１１９番通報する際は次のようなことに気をつけま
しょう。

▼通報時は、落ち着いて係員の質問に答えてください。
いざという時に備えて、電話のそばに住所、名前、
電話番号を記入したメモを準備しておきましょう。

▼携帯電話からの通報は災害現場の地点特定に時間を
要することがあります。付近の目標となる建物や住
所表示などを確認して伝えてください。

●平成29年秋季全国火災予防運動
防火標語：「火の用心　ことばを形に　習慣に」
実施期間：11月９日（木）～15日（水）

　この時期はストーブ等の暖房器具の使用が増えてき
ます。暖房器具は使用する前の点検を怠らず、正しく
使って火災が発生しないようにご注意ください。
■問合せ　鳥取県西部広域行政管理組合消防局総務課
　　　　　（☎３５－１９５１）

ご注意ください
海外で「麻しん（はしか）」の流行がおきています

イタリア・ルーマニアを含むヨーロッパ地域で「麻し
ん（はしか）」の大規模流行が起きています。海外に行
く方で、麻しんにかかったことが明らかでない場合、
予防接種歴を確認し、２回接種していない人は予防接
種を検討してください。また、帰国後は健康状態に注
意し、発熱などの症状があれば早めに受診しましょう。
■問合せ　健康対策課
　　　　　（☎２３－５４５２、 ２３－５４６０）



　鳥取城跡（鳥取市）、月山富田城跡（安来市）を交
えた三城跡の歴史や魅力をひも解き、整備や利活用、
観光誘客などについて考えるシンポジウムを開催しま
す。基調講演では、公益財団法人日本城郭協会理事の
加
か

藤
とう

理
ま さ

文
ふ み

さんを迎え、米子城跡をはじめ、山陰三城跡
の魅力について存分に語っていただきます。
■と き　11月11日（土）午後１時～４時30分
　　　　　（開場：午後０時30分）
■ところ　米子市文化ホール　メインホール
■定 員　約600人　（入場無料、申込不要）
■内 容
　第１部　基調講演
「豊臣大名がやって来た！～大きく変わる城の姿～」

　－米子城・鳥取城・月山富田城－
　第２部　パネルディスカッション  

　「魅せろ！われらの三城跡」
～城跡の活用と整備の方向性～

　　　　　コーディネーター　加藤理文さん
■問合せ　文化課
　　　　　（☎２３－５４３８、 ２３－５４１４）

関連イベント①
「お城学者　加藤理文さんとめぐる！米子城」
（現地ウォーク）（要申込：10月２日受付開始）

　加藤理文さんとともに、米子城跡を巡り、その見ど
ころや魅力を探ります。
■と き　11月12日（日）午前10時～午後３時
■集 合　山陰歴史館前（午前９時50分集合）
■コース　三の丸→枡形→二の丸→内膳丸→登り石垣
→本丸（昼食：城山の頂で「いただき」をいただき
ます。）→水

みずのてくるわ

手郭下→八
はち ま ん た い

幡台→〔発掘調査現場（竪堀）〕
→飯

いいのやま

山→深浦→出山→鈴
ずんずもん

門
■定 員　50人（要申込。定員になり次第締切）
■申込方法　住所・氏名・連絡先を文化課まで電話ま
たはＦＡＸでお伝えください。
■参加費　200円（いただき代など。当日徴収します。）
■駐車場　市役所有料駐車場をご利用ください（当日
山陰歴史館で無料処理します。）
■申込・問合せ　文化課
　　　　　　　　（☎２３－５４３８、 ２３－５４１４）

関連イベント②
米子城跡ライトアップ 2017

　11月１日（水）から19日（日）の間、米子城跡の天守、
二の丸の石垣をライトアップします。秋の夜に映える
米子城跡の幻想的な姿をお楽しみください。

米子城　魅せる！プロジェクト 2017
これらの事業は、宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじ受託事業収入を財源として
実施しているコミュニティ助成事業であり、宝くじ助成金を受けて実施するものです。
※予告なくイベントの内容などの一部を変更する場合がありますのでご了承ください。

　米子城跡、城下町の歴史や文化、景観などに触れ、そ
れらの魅力を掘り起こし、整備課題の検討や利活用の提
案などを行なうワークショップです。現地を探訪した後、
小グループに分かれて意見交換を行ないます。
■と き　第１回　城跡コース　10月22日（日）
　　　　　第２回　城下町コース　12月10日（日）
※いずれも午前10時～午後３時30分
（軽食を用意します。）いずれか一方の参加でも可
■集 合　山陰歴史館（午前９時50分集合）
■対 象　高校生以上
■定 員　15人程度（要申込）　■参加費　無料
■問合せ　文化課（☎２３－５４３８、 ２３－５４１４）

　米子城跡天守石垣および周辺の除草、草刈りを行ない
ます。あなたの手で劇的に変わるビフォー・アフターを
体験してみませんか。
■と き　10月28日（土）午前８時30分～11時
■集合場所　湊山公園艇庫側の城山登山道入口
　　　　　　午前８時20分（申込不要）
■その他　少雨決行。軽作業ができる服装でお越しくだ
さい。各自、軍手、草刈鎌など道具をご持参ください。
飲み物などは各自ご用意ください。
■主 催　NPO法人夢蔵プロジェクト・鳥取県建築士
会西部支部・米子市・米子市教育委員会
■問合せ　文化課（☎２３－５４３８、 ２３－５４１４）

■募集締切　平成30年１月22日（月）※当日消印有効
■応募方法　文化課にご持参いただくか郵送でご応募く
ださい。（作品は返却しません。）
■その他　○被写体が人物の場合、本人から応募の承諾
を得てください。○応募作品の著作権は応募者に帰属
するものとしますが、市および市の許諾を受けた者が
各種刊行物、広報、展示等に使用する際には、応募者
の許諾を得ることなく無償で使用できるものとしま
す。（使用に当たっては、画像データ、フィルムの提
供をお願いする場合があります。）○入賞発表、広報
などの際には、応募者の氏名や住所（市町村名まで）
を表示します。

■応募・問合せ　〒６８３－８６８６　米子市東町 161
番地２　米子市教育委員会文化課（☎２３－５４３８、
２３－５４１４）

※「　『よなごの宝88選』から」は、今月はお休みします。



同じ中学校に通う同級生、戸山ミナちゃんと平山ジローくん。米子の歴史や文化（カルチャー）のことに
くわしいかるちゃんといっしょに米子城の魅力や謎に迫ります。今回は「米子城 魅せる！プロジェクト
2017」の一環としてこの秋に開催する米子城関連イベントなどについてご紹介します。
かるちゃん：さーて、秋本番。米子城イベントも佳境に入ってくるね。
ジローくん：11月11日（土）には文化ホールで山陰三城シンポジウムだ！
かるちゃん：そう。鳥取藩の支城、本城の関係にあった鳥取城、吉川広家が米

子城の前に居城としていた月山富田城という、米子城とかかわり
が深く、城跡の魅力で勝負する三城の観光連携や整備課題などに
ついて考えようというシンポジウムだね。

ミナちゃん：城跡や城下町の魅力アップを考える絶好のチャンスね。
かるちゃん：講師の加藤先生は日本城郭協会の理事でもあり、全国のお城情報

を楽しく、わかりやすく、熱く発信しておられる。著書も多数あっ
て、活用、整備のヒントになると思うよ。

ジローくん：翌日12日（日）は先生と米子城ウォーク。11月１日（水）から19
　　　　　　日（日）の間は、天守と二の丸の石垣のライトアップもあるね。
かるちゃん：そうそう、４日、11日、18日（いずれも土曜日）は、日没後、午

後10時まで湊山球場内から二の丸石垣を見ることができるよ。
ミナちゃん：10月28日（土）には、天守之大掃除があるわ。イベントの前に

石垣除草や草刈りでブラッシュアップというわけね。
かるちゃん：さらに、これらを挟んで10月22日（日）と12月10日（日）の２回、

高校生以上が対象のワークショップもある。城跡や城下町の魅力
発掘と課題検討がテーマだよ。

ジローくん：イベントに参加して米子城を多角的に見るとおもしろいかも。
かるちゃん：そういう意味では、城跡・城下町をテーマに来年１月22日（月）

まで募集している魅せる！写真コンテストも興味深いよね。
ミナちゃん：理解を深めながら、自分目線で切り取る米子城の魅力ね。
かるちゃん：ちなみに、９月の米子城スタンプラリーⅡを含めた一連の米子城

イベントは、宝くじ助成金を活用する事業なんだけど、知ってた？
ジローくん：宝くじ販売の収益が地域振興に還元されるというわけだね。
かるちゃん：そういうこと。それともう一つ米子城関連のうれしい話題！ＪＲ

西日本の情報紙「グッとくる山陰」秋の号の特集で米子城跡を取
り上げていただいたんだ。やくも号の座席や、米子駅など山陰の
主要駅に設置してあるよ。山陰いいもの探県隊公式ホームページ
（http://sanin-tanken.jp/) でも見ることができるね。

ミナちゃん： 米子城幻影－浮かび上がる幻の海城の正体…素敵な記事ね。こ
れを見たら絶対行ってみようって思うわね！

かるちゃん：なんだか、怒涛
とう

の米子城 秋の陣！という感じだね。この秋は、みんなで米子城へ行こう！
米子城 魅せる！プロジェクト2017は全開モード。要チェックです。次回もおたのしみに！

（米子市教育委員会　文化課）



　「鳥取県美術展覧会（県展）」は、広く県民の皆さんから美術作品
を募り、優れた作品を展示することによって、創作活動の振興を図
るとともに、鑑賞の機会を提供し、美術、文化の振興に寄与するこ
とを目的に毎年開催している公募展です。
　米子会場では、洋画・日本画・書道・工芸・彫刻・版画・写真・
デザインの８部門のうち受賞作品と入選作品を展示します。
　さらに、作品への理解をより深めていただくため、米子会場でも
審査員による受賞作品の講評とギャラリートークを行なっています。
　この機会に、個性豊かな県民の作品の数々をぜひご鑑賞ください！

会 期　10月７日（土）～16日（月）
　　　　【会期中無休・観覧料無料】

ギャラリートーク
　　　　10月７日（土）午前 11時～正午
※各展示室で、部門別に行ないます。参加無料・申込不要

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て

　
人
間
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
一
刻
も
早
い
解
決
を
望
み
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

問合せ　米子市美術館　☎３４－２４２４、 ３３－０６７９

障
が
い
の
あ
る
人
に

あ
た
た
か
い
社
会
を
築
く
た
め
に

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
含
む
す
べ
て
の
人
々
に

と
っ
て
、
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
は
、
国
や
自
治
体
が
各
種
の
施
策
を

実
施
し
て
い
く
だ
け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
社
会

の
す
べ
て
の
人
々
が
十
分
に
障
が
い
の
あ
る
人

の
こ
と
に
つ
い
て
理
解
し
、
必
要
な
配
慮
を
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
で
は
、
ア
パ
ー
ト
へ

の
入
居
を
拒
否
さ
れ
た
り
、
公
共
交
通
機
関
へ

の
車
い
す
で
の
乗
車
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
事

案
が
発
生
す
る
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対

す
る
理
解
や
配
慮
は
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え

ず
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
が

は
ば
ま
れ
て
い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
４
月
に
「
障
害
を

理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
、

不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
し
、
合
理
的
配

慮
の
提
供
を
求
め
て
い
ま
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
」
と
は

　

正
当
な
理
由
な
く
、障
が
い
を
理
由
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
な
ど
を
禁

止
す
る
こ
と
で
す
。
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理

由
に
、
受
付
を
後
回
し
に
し
た
り
、
学
校
の
受

験
や
入
学
を
拒
否
し
た
り
、
保
護
者
や
介
護
者

が
一
緒
に
い
な
い
と
店
に
入
れ
な
か
っ
た
り
す

る
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
な
ど
が
こ
れ
に
当
た

り
ま
す
。

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は

　

国
や
自
治
体
、
事
業
者
が
、
障
が
い
の
あ
る

人
か
ら
社
会
に
あ
る
バ
リ
ア
（
障
壁
）
を
取
り

除
く
た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い

る
と
の
意
思
を
伝
え
ら
れ
た
と
き
に
、
負
担
が

重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
こ
と
（
事
業
者

は
対
応
に
努
め
る
こ
と
）
で
す
。
施
設
に
入
ろ

う
と
す
る
際
に
、
階
段
の
段
差
を
な
く
し
ス

ロ
ー
プ
を
利
用
し
て
移
動
し
や
す
く
す
る
こ
と

な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

近
年
、
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す
る
物
理
的

な
バ
リ
ア
の
ほ
か
、
社
会
的
、
制
度
的
、
心
理

的
な
バ
リ
ア
を
な
く
そ
う
と
す
る
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
の
考
え
方
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
視
覚
障
が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

は
、
旅
客
施
設
や
道
路
で
の
移
動
の
円
滑
化
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
人
が
で
き
る
限
り

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
製
品
や
環
境
を
設

計
す
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
や
、
色

に
よ
る
情
報
を
、
よ
り
正
確
に
受
け
取
れ
る
よ

う
、
色
の
使
い
方
な
ど
に
あ
ら
か
じ
め
配
慮
す

る
「
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の
導

入
も
進
ん
で
い
ま
す
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

　

障
が
い
の
あ
る
人
は
、
決
し
て
特
別
な
存
在

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
種
類
や
程
度
は

人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
そ
の
障
が
い
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
偏
見
を
な
く
す
こ
と
で
、
誰

も
が
と
も
に
生
き
る
あ
た
た
か
い
社
会
を
築
く

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
） 

（

37
―
３
１
８
４
）　
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さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

　

就
学
時
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
に
小
学
校
１
年
生

に
な
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断

（
就
学
時
健
康
診
断
）
を
行
な
い

ま
す
。「
入
学
前
の
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ
」
を
、
10
月
中
旬
ま
で

に
各
家
庭
宛
て
に
発
送
し
ま
す
の

で
、
ご
案
内
す
る
小
学
校
で
健
康

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

５
４
３
４
、

23
―
５
４
１
３
）

　
鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
し
ま
す

　

平
成
29
年
９
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
鳥
取
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
」
の
縦
覧

を
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な

い
と
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選
挙

の
有
権
者
に
な
れ
ま
せ
ん
。
登
録

漏
れ
や
誤
り
が
あ
れ
ば
、
こ
の
期

間
中
に
異
議
の
申
し
立
て
が
で
き

ま
す
の
で
、
縦
覧
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

期
間　

10
月
20
日
㈮
〜
11
月
３
日

㈮
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
に
縦
覧
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

と
こ
ろ　

米
子
市
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

問
合
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
☎
23
―
５
３
４
６
、

23
―

５
３
４
９
）

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す

　

廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
か

ら
出
た
ご
み
は
、
市
の
収
集
日
に

出
す
ほ
か
、
再
生
利
用
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
環
境
保

全
係
（
☎
23
―
５
２
５
７
、

23
―
５
２
５
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

ka
n
ky
o
seisa

ku
@
city

.
yonago.lg.jp

）

　

あ
な
た
の
相
続
手
続
を
応
援
し

ま
す
！
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制

度
」

　

全
国
の
登
記
所
（
法
務
局
）
で

は
、
各
種
相
続
手
続
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
法
定
相
続
情
報

証
明
制
度
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
各
種
相
続
手
続
（
相

続
登
記
、
預
貯
金
の
払
戻
し
等
）

（
男
子
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格

　
平
成
３
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

10
月
２
日
㈪
〜
11
月

２
日
㈭

試
験
予
定
日　

11
月
11
日
㈯

※
試
験
の
受
付
期
間
・
試
験
日
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

自
衛
隊
米
子
地
域
事
務

所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
『
援
助
会
員
養
成
講
習

会
』
受
講
生
募
集

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
自
宅

で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
の
で
き

る
「
援
助
会
員
」
を
広
く
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

市
内
に
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、

特
に
年
齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い

ま
せ
ん
。

　

援
助
会
員
に
な
る
に
は
、『
援

助
会
員
養
成
講
習
会
』
へ
の
参
加

が
必
要
で
す
。
く
わ
し
く
は
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
有
償
（
基
本
料
金
１
時
間

６
０
０
円
）
で
す
が
、
就
労
と
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
万
一
の
事
故
に
備
え
、
セ
ン

で
戸
除
籍
謄
本
等
一
式
を
何
度
も

提
出
す
る
必
要
が
な
く
な
る
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
法
務
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鳥
取
地
方
法
務
局
米

子
支
局
登
記
部
門
（
☎
22
―

６
１
６
２
）

　

平
成
29
年
度

　
米
子
市
職
員
採

用
試
験
【
追
加
募
集
】

募
集
区
分
・
人
数

　
心
理
士
・
１
人

※
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
、
前

期
試
験
、
後
期
試
験
お
よ
び
民
間

企
業
等
経
験
者
対
象
試
験
を
申
し

込
ん
だ
方
は
受
験
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。（
平
成
29
年
９
月
採

用
の
採
用
試
験
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
人

員
は
、
試
験
結
果
お
よ
び
今
後
の

欠
員
等
の
状
況
に
よ
り
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
受
験
案
内
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

職
員
課
（
☎
23
―

５
３
４
１
、

23
―
５
３
９
０) 

　

自
衛
官
募
集　
　

　

防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生

タ
ー
が
一
括
で
会
員
補
償
保
険
に

加
入
し
て
お
り
、
会
員
の
負
担
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
援
助
会
員
養
成
講
習
会
』

　

よ
り
安
心
安
全
に
お
子
さ
ん
を

預
か
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
事

業
説
明
」「
身
体
の
発
育
と
病
気
」

「
心
と
体
の
発
達
と
そ
の
問
題
」

「
救
急
講
習
」「
子
ど
も
の
遊
び
」

な
ど
、
２
日
間
で
10
時
間
程
度
の

講
義
を
受
講
し
ま
す
。

と
き　

10
月
23
日
㈪
、
24
日
㈫
両

日
と
も
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３

時
30
分
ま
で
の
予
定
。

※
２
日
間
と
も
受
講
さ
れ
な
け
れ

ば
会
員
登
録
と
な
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階

託
児　

あ
り

受
講
料
・
託
児
料　

無
料

申
込
期
限　

10
月
18
日
㈬

申
込
・
問
合
せ　

米
子
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
の
里
２
階
）（
☎
32
―

０
０
１
６
、

32
―
０
０
２
６
）

　
第
64
回
鳥
取
県
勤
労
者
美
術
展

出
品
作
品
募
集

　

12
月
に
、
倉
吉
博
物
館
（
倉
吉

市
仲
ノ
町
３
４
４
５
―
８
）
で
開

催
さ
れ
る
「
第
64
回
鳥
取
県
勤
労

者
美
術
展
」（
入
場
無
料
）
へ
の

出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。



対
象　

県
内
在
住
ま
た
は
お
勤
め

の
勤
労
者
の
方
お
よ
び
退
職
者
、

そ
の
家
族

部
門　

写
真
・
洋
画
・
日
本
画
・

書
道
（
私
の
熱
中
作
品
展
も
同
時

募
集
）

出
品
点
数　

１
部
門
に
つ
き
２
点

以
内
、
写
真
は
単
２
点
以
内
ま
た

は
組
１
点
の
い
ず
れ
か
（
未
発
表

作
品
に
限
る
）（
出
品
無
料
）

出
品
申
込
期
間　

10
月
２
日
㈪
〜

11
月
24
日
㈮
（
※
作
品
を
持
参
さ

れ
る
場
合
は
、
土
日
祝
を
除
く
。）

美
術
展
開
催
期
間　

12
月
17
日
㈰

〜
24
日
㈰
（
12
月
18
日
㈪
は
休
館

日
）
※
く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://tottori.rofuku.

net/

）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

一
般
財
団
法
人

鳥
取
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
☎

０
８
５
７
―
27
―
４
１
８
８
）

　

お
も
て
な
し
韓
国
語
講
座

　

日
常
生
活
で
使
え
る
表
現
を
学

び
、
韓
国
語
で
お
も
て
な
し
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
語
学
だ
け
で
な

く
、
韓
国
の
文
化
や
地
域
に
つ
い

て
の
紹
介
も
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
楽
し
く
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。 

と
き　

12
月
４
日
〜
平
成
30
年
３

月
26
日
に
か
け
て
全
14
回
（
原
則

と
し
て
月
曜
日
）

昼
の
部
：
午
後
３
時
〜
４
時
15
分

夜
の
部
：
午
後
７
時
〜
８
時
15
分

と
こ
ろ　

市
役
所
会
議
室
ほ
か

対
象　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
に
お
住
ま
い
、
ま
た
は
勤
務
・

通
学
し
て
い
る
方
で
、
ハ
ン
グ
ル

を
全
部
読
め
る
方
。（
平
成
27
、

28
年
度
お
も
て
な
し
韓
国
語
講
座

を
受
講
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。）

講
師　

米
子
市
国
際
交
流
員　

李

　

佳
仁
（
イ　

ガ
イ
ン
）

受
講
料　

無
料　
（
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
・
資
料
代
：
２
０
０
０
円
）

募
集
人
数　

昼
の
部
、
夜
の
部
、

そ
れ
ぞ
れ
20
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
、
抽
選
と
し
ま
す
。） 　

申
込
締
切　

11
月
20
日
㈪

申
込
方
法　

市
民
自
治
推
進
課
に

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
連

絡
先
、
講
座
名
、
希
望
時
間
（
昼

ま
た
は
夜
）を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
自
治
推

進
課
（
☎
23
―
５
２
７
２
、

23
―
５
３
５
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
：

jichisuishin@
city.yonago.

lg.jp

）

　

た
ま
い
つ
か
さ
自
由
画
教
室

　

好
き
な
も
の
を
自
由
に
描
く
教

室
で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
で
、

絵
を
描
く
こ
と
に
興
味
の
あ
る
方

を
募
集
し
ま
す
。
想
像
し
て
楽
し

く
絵
を
描
き
ま
し
ょ
う
！

と
き　

11
月
４
日
㈯　

午
前
10
時

〜
正
午
（
以
後
、
毎
月
第
１
土
曜

日
）

と
こ
ろ　

米
子
サ
ン･

ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ
（
皆
生
３
―
16
―
20
）

講
師　

絵
本
作
家　

玉た
ま

井い　

詞つ
か
さ

さ

ん
（「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
」

な
ど
で
知
ら
れ
る
絵
本
作
家
・
画

家
。
障
害
者
支
援
施
設
で
ア
ー
ト

支
援
員
を
務
め
る
。）

対
象　

18
歳
以
上
の
障
が
い
の
あ

る
方
（
参
加
時
に
付
き
添
い
が
必

要
な
場
合
は
、
付
き
添
い
が
可
能

で
あ
る
方
）

定
員　

12
人

参
加
費　

無
料（
画
材
等
実
費
要
）

申
込
・
問
合
せ　

米
子
サ
ン･

ア

ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ 
（
☎
・

23
―

０
６
９
９（
担
当
：
岩
佐
、樋ひ

本も
と

））

　

米
子
市
体
力
テ
ス
ト
会

　

簡
単
な
テ
ス
ト
で
体
力
年
齢
を

確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き　

10
月
22
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午

受
付　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

と
こ
ろ　

米
子
市
伯
仙
小
学
校
体

育
館

対
象　

20
歳
か
ら
79
歳
ま
で
の
方

（
年
齢
に
よ
っ
て
、
テ
ス
ト
種
目

が
一
部
異
な
り
ま
す
。）

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
・

運
動
靴
（
上
履
き
用
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

　

ガ
イ
ナ
ー
レ
鳥
取

　
米
子
市
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
・
デ
イ

と
き　

10
月
22
日
㈰　

午
後
１
時

キ
ッ
ク
オ
フ

と
こ
ろ　

チ
ュ
ウ
ブ
Ｙ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｎ

ス
タ
ジ
ア
ム

対
戦
相
手　

ガ
ン
バ
大
阪
Ｕ
―
23

チ
ケ
ッ
ト　

米
子
市
に
お
住
ま
い

の
方
、
お
勤
め
の
方
に
は
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド
自
由
席
の
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
を
特
別
優
待
価
格
１
０
０
０
円

（
通
常
１
７
０
０
円
）
で
販
売
し

ま
す
。
ま
た
、
無
料
招
待
券
を
米

子
市
内
の
小
中
学
校
児
童
生
徒
に

事
前
配
布
す
る
ほ
か
、
希
望
さ
れ

る
高
校
生
の
方
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
、

23
―
５
４
１
４
）

　

第
50
回

　米
子
市
社
会
福
祉
大
会

　

本
市
の
社
会
福
祉
事
業
に
貢
献

さ
れ
功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰

し
ま
す
。

　

今
年
度
は
50
回
の
記
念
大
会
と

位
置
づ
け
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知

事
、
伊
木
隆
司
米
子
市
長
に
よ
る

講
演
会
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、

作
業
所
に
よ
る
バ
ザ
ー
も
行
な
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。（
手
話
通
訳
、

要
約
筆
記
あ
り
）

と
き　

10
月
16
日
㈪　

午
後
１
時

30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

大
会

議
室

問
合
せ　

米
子
市
社
会
福
祉
協
議

会
（
☎
23
―
５
４
９
０
）

　

認
知
症
の
人
を
介
護
す
る

家
族
の
つ
ど
い

　

認
知
症
に
関
す
る
こ
と
や
、
介

護
の
悩
み
を
話
す
場
で
す
。

と
き　

10
月
10
日
㈫
、
11
月
14
日

㈫
、
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
４
階　

福
祉
団
体
活
動
室

参
加
費　

無
料
、
予
約
不
要

問
合
せ　

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
（
☎
37
―
６
６
１

１
、

30
―
２
９
８
０
）

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　 

思
い
や
り
家
庭
に
会
社
に
社
会
に
も



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
参
画
で
笑
顔
増
や
し
て
生
む
未
来

米子城山八十八カ所石仏めぐり
　城

しろ や ま

山大
だ い し

師を起点に中腹を１周するコース。ほかにも
秋の城山ならではの野草や景色を堪能できます。
※悪天候の場合、中止になる場合があります。
■と き　10月21日（土）午前９時 山陰歴史館前集合
■定 員　先着50人程度
■料 金　500円（ガイドマップ付き）
■申込締切　10月19日（木）まで
■申込・問合せ　米子市観光協会
　　　　　　　　（☎３７－２３１１、 ３７－２３７７）

加茂川まつり写真コンテスト作品展
　『加茂川まつりの風景を一枚の写真で伝える』をテー
マに、『加茂川まつり写真コンテスト』の受賞作品展を
開催します。
作品展Ⅰ　10月１日（日）～18日（水）笑い庵（西倉吉町）
作品展Ⅱ　10月19日（木）～11月３日（金）図書館２階
作品展Ⅲ　11月４日（土）～12月２日（土）トイズキッ

チンカフェ（西倉吉町）
■問合せ　加茂川まつり実行委員会写真コンテスト係
　　　　　（☎０９０―４８９８―２５９５）

米子駐屯地創設67周年記念行事
　駐屯地を一般開放します。皆さんお越しください。
■と き　10月29日（日）午前９時～午後３時
■ところ　陸上自衛隊米子駐屯地
※くわしくはホームページ【「陸自米子」または「８連
隊」 で検索】をご確認ください。
※駐屯地周辺に臨時駐車場を用意しています。
■問合せ　米子駐屯地広報室（☎２９－２１６１）

花と緑のフェア「グリーンフェスタ in 米子」
■と き　10月14日（土）・15日（日）
　　　　　午前９時～午後５時　
■ところ　弓ヶ浜公園内わくわく広場
■イベント・出展など　●花木苗の無料配布（両日１
日２回）　●モデルガーデン展示（両日常設）　●樹
木名当てクイズ　●軽食コーナー　●草花・植木・
造園資材の販売　●とっとり花回廊園芸教室＆コン
テスト（14日の午前・午後　有料500円程度）（当
日受付先着順）　●剪定実演（14日の午前：マツ、
午後：雑木）　●竹垣（四ツ目垣）の施工実演（15
日の午前・午後）　●鳥取県　「はたらくくるま」展
示　●米子市　「お子さんに風船を無料配布」　●
オープンカフェ＆フリーマーケット（常設）

※内容については一部変更になる場合があります。
■問合せ　維持管理課
　　　　　（☎２３－５２４７、 ２３－５２５４）

「写真でたどるよどえのあゆみ」
　時代とともに変化してきたよどえの姿を当時の写真
を使って紹介します。観覧無料です。
■と き　10月７日（土）～12月３日（日）
■ところ　上淀白鳳の丘展示館　多目的室
■問合せ　上淀白鳳の丘展示館（☎５６－２２７１）

市民大茶会
　秋の恒例イベント市民大茶会は、今年で32回目を迎
えます。毎年約3000人の人出でにぎわう、誰でも気
軽に参加できる野点のお茶会です。
　バス利用の場合は、米子市循環バス「だんだんバス」
湊山公園で下車してください。
■と き　10月15日（日）午前10時～午後４時
　　　　　（受付終了：午後３時30分）
■ところ　湊山公園内　日本庭園
■茶 券　一席券　400円
　　　　　三席券　前売1,000円、当日1,100円
■問合せ　長田茶店岩倉町店（☎２２－７６０２）

記念樹として桜を植樹してみませんか
●樹木の種類　桜（ソメイヨシノ）
●募集本数　15本　※１人（１団体）１本
●植樹場所　湊山公園内（桜の園または日本庭園）
●植樹費用　３万１千円（消費税および施工費込み）
●募集期間　11月１日（水）から予定本数に達するまで。
■申込・問合せ　維持管理課公園維持係
　　　　　　　　（☎２３－５２４７、 ２３－５２５４）

ご存じですか？本人通知制度
　米子市では本人通知制度を実施しています。この制
度は、住民票の写しや戸籍謄本などを本人から委任を
受けた代理人、またはそれ以外の第三者に交付した場
合、交付した事実を本人に通知するものです。
　この制度で、住民票の写しなどの不正取得の防止や
不正取得による個人の権利の侵害防止の効果が期待で
きます。
　本人の代理人に交付した事実は登録がなくても通知
していますが、それ以外の第三者に交付した事実の通
知を希望される方は、事前に登録しておくことが必要
です。
○登録できる方　米子市に本籍または住所がある方（過
去にあった方を含む）
○登録方法　ご本人が本人確認書類を持って、市民課
または淀江支所地域生活課で申込みをしてください。
（代理人が申込みをされる場合は委任状が必要です。）
くわしくは、お問い合わせください。
■問合せ　市民課（☎２３－５１４１、 ２３－５３９８）

米子鬼太郎空港フェスタ2017
　キッズ制服撮影会や缶バッジ作成体
験、飛行場内バスツアーなどお楽しみ
イベントが盛りだくさん！！ぜひ、米
子鬼太郎空港へお越しください。
■と き　10月７日（土）午前10時～午後２時
■ところ　米子鬼太郎空港
■問合せ　「空の日」・「空の旬間」実行委員会事務局
　　　　　(☎４５－６１２１）



男
女
共
同
参
画
推
進
作
品

　
　
マ
マ
残
業
エ
プ
ロ
ン
似
合
う
パ
パ
が
シ
ェ
フ

すべての拉致被害者の
一刻も早い帰国実現をめざして

　拉致問題を許さないという市民の皆さんの声が何よ
りも強い力となり、拉致問題の早期解決につながりま
す。
　すべての拉致被害者の一刻も早い帰国が実現するこ
とを願い、市民の皆さんにも拉致問題に対する認識を
さらに深めていただくことによって、米子の地から拉
致問題の解決に向けての機運を高めるために、次のと
おり「国民のつどい」を開催します。

「拉致問題の早期解決を願う
国民のつどいｉｎ米子」

■と き　10月14日（土）午後２時～４時
　　　　　（開場：午後１時30分）
■ところ　米子コンベンションセンター　国際会議室
■内 容
◆講演　「拉致被害者救出のために
　　　　　～今私たちは何をすべきか～」
　講師：荒

あら

木
き

和
か ず

博
ひ ろ

さん（特定失踪者問題調査会代表）
◆御家族の訴え
松
まつ

本
も と

　孟
はじめ

さん（昭和52年10月 米子市で拉致された
松
まつ

本
も と

京
きょう

子
こ

さんの兄）
古
ふ る い ち

都資
し

朗
ろ う

さん（昭和52年11月 行方不明になった
古
ふる い ち

都端
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◆松本京子さんの友人からのメッセージ（司会者代読）
　ほか
■主 催　政府拉致問題対策本部、鳥取県、米子市、
日南町、大山町、伯耆町、北朝鮮拉致問題早期解決
促進鳥取県議会議員連盟、北朝鮮に拉致された日本
人を救出するための鳥取の会

※参加無料。手話通訳・要約筆記・託児あり（託児は
10月４日（水）までに要予約）

「拉致問題啓発パネル展」
　10月21日は、40年前に米子市出身の松本京子さん
が拉致された日です。
　松本京子さんをはじめ、すべての拉致被害者の一刻
も早い帰国が実現することを願い、次のとおりパネル
展を開催します。
■と き　10月20日（金）～26日（木）
　　　　　※月曜日を除く（図書館休館のため）
　　　　　火曜日～金曜日：午前９時～午後７時
　　　　　土曜日・日曜日：午前10時～午後６時
■ところ　米子市立図書館２階　展示ギャラリー
※松本京子さんについて
　米子市出身の松本京子さん（当時29歳）は、昭和
52年10月21日に自宅近くの編み物教室に向かったま
ま行方不明となり、日本政府は平成18年11月20日に
17人目の拉致被害者として認定しました。
■問合せ　人権政策課
　　　　　（☎２３－５４１５、 ３７－３１８４）

10月１日は「浄化槽の日」
　合併処理浄化槽は、生活排水をきれいに処理して、
公共水域（川や海）の水を守ります！
■浄化槽の適正な維持管理をお願いします
　浄化槽は、維持管理を適切に行なわないと、放流水
の水質悪化や悪臭の発生を招き、水環境や周囲の生活
環境を悪化させてしまいます。
　浄化槽の管理 ( 設置 ) 者の方には、法律等により次
のことなどが義務付けられています。

▼保守点検…点検・修理・消毒剤の補充など（年３～
４回以上※）

▼清 掃…汚泥の抜き取りなど（年１回以上※）

▼定期検査…水質等の検査（年１回）
※注）保守点検および清掃は浄化槽の種類等により回

数が定められています。
■こんなときには届出を
　浄化槽を廃止・休止されたときや管理者が変更され
たときなどには、届出をお願いします。届出様式は市
ホームページからもダウンロードできます。
■問合せ　環境政策課
　　　　　（☎２３－５２５６、 ２３－５２５８）

米子市認知症高齢者等　事前登録制度
～住み慣れた地域でいつまでも～

　認知症は誰でもかかる可能性のある病気です。判断
力や記憶力が低下して外出したまま家に戻れなくなっ
てしまう場合があります。事故などの危険が伴う場合
もあり、ご本人も含めご家族にとってはとても心配な
ものです。
　また、警察が保護した高齢者の身元が分からず、帰
宅に時間がかかってしまう場合があります。

事前登録制度って？

　市内にお住まいの、認知症や
その他の認知機能の低下によ
り、行方不明になるおそれのあ
る方を、希望により事前登録し
ておくことで、早期発見・保護
するための制度です。

登録するとどうなるの？
　登録情報は市と警察署とで保
管し、行方不明になった場合に
迅速に活用します。

登録方法は？
　米子市長寿社会課の窓口に、
写真（顔写真と全身）をお持ち
ください。申込みできるのは、
本人または家族です。（印鑑の
いる場合もあります。申込書は
市ホームページにもあります。）

■問合せ　長寿社会課
　　　　　（☎２３－５１５５、 ２３－５０１２）
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米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

青 木
住 宅 永 江 53R1 205 中層耐火４ 階 建 3DK 14,000円

～27,600円 S53

青 木
住 宅 永 江 55R1 204 中層耐火５ 階 建 3DK 15,700円

～30,900円 S55

青 木
住 宅 永 江 60R1 203 中層耐火５ 階 建 3DK 17,500円

～34,300円 S60

■申込受付期間　10 月２日（月）～６日（金）
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
申込理由により添付書類が必要となる場合がありま
す。添付書類については建築住宅課にご確認くださ
い。
※住宅申込書に申込者全員のマイナンバー（個人番号）
の記入が必要となります。個人番号通知書とあわせ
て本人確認書類（運転免許証など）をご持参ください。

■入居選考方法
　10月10日（火）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　11月１日（水）
※入居手続きには、保証能力のある連帯保証人１人と
敷金として家賃３か月分が必要です。
■問合せ　建築住宅課

（☎２３－５２６３、 ２３－５３９６、Ｅメー
ル：kenchikujutaku@city.yonago.lg.jp）

米子人生大学　受講生募集！
　生涯学習講座「米子人生大学」を開講中です。受講
生を随時募集しています。くわしくは米子市ホームペー
ジまたは市役所やお近くの公民館等にあるチラシをご
確認ください。
■申込方法　講座開催日当日に、会場の受付でお申し
込みください。

■受講料　1,000円（受講回数にかかわらず年間一律
です。）※公開講座は受講料はかかりません。

■会場　米子市文化ホール（メインホール）
■時間　開場：午後１時30分、開始：午後２時
■ 10月～11月の講座

とき 内容

10月16日（月）

「ロコモについて」
根津整形外科医院　医師　根津　勝さん
※講座時間変更のお知らせ
【開場】午後１時　【開始】午後１時30分

10月30日（月）
「世界遺産から見る世界史」
島根大学教育開発センター
准教授　鹿

か ず み

住大
だいすけ

助さん

11月13日（月）
「笑って元気！高齢者の生きがい」
矢
や の
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わ
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11月27日（月）
「特別講演」【公開講座】
米子市長　伊木隆司

講演後、閉講式

■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４、 ２３－
５４１４、Ｅメール：shogaku@city.yonago.lg.jp）

空き家無料相談会
　市内に空き家を所有されている方を対象に、専門家
による空き家の無料相談会を開催します。
　空き家の日常的な管理でお困りの方、空き家の有効
活用をお考えの方、建物の相続登記でお困りの方は、
ご相談ください。
■と き　10月20日（金）午後１時～４時
■ところ　ふれあいの里　４階
■参加料　無料
■参加方法　当日の受付順
■協力団体　鳥取県宅地建物取引業協会西部支部、全
日本不動産協会鳥取県本部、鳥取県司法書士会
【注意事項】
（１）相談内容は、空き家の売却、賃貸、相続登記など
空き家に特化したものであり、空き土地については、
対象外です。

（２）相談を円滑に進めるために、登記簿謄本、戸籍等
の写しをお持ちの場合には、ご用意いただくと便利
です。

（３）相談時間はお一人様、約30分程度でお願いします。
相談者多数の場合には、待合席でお待ちいただく必
要があります。
■問合せ　建築指導課危険家屋対策室

（☎２３－５２８８、 ２３－５３９４、Ｅメー
ル：kenchikushido@city.yonago.lg.jp）

宝くじの助成金で整備しました

　このたび、自治総合センターの宝くじ社会貢献広報
事業の助成を受け、福生東地区自治連合会にステージ
などの備品が整備されました。
　福生東地区では、福生東30周年記念大納涼祭が盛大
に開催され、子どもから大人まで多くの地区住民が集
まり、交流、親睦をさらに高めることができました。
■問合せ　市民自治推進課
　　　　　（☎２３－５３７１、 ２３－５３５４）

オータムジャンボから衣替え！
ハロウィンジャンボは、

１等・前後賞合わせて５億円！
■発売期間　10月11日（水）～31日（火）
■抽 選 日　11月９日（木）
　この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや
環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のため
に使われます。
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■申込・問合せ
健康対策課
☎２３－５４５２～５４５４　 ２３－５４６０
Ｅメール：kentai@city.yonago.lg.jp
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

胃がん集団検診
月 日 会 場 受付時間

10月15日（日）ふれあいの里 午前８時30分～11時
10月17日（火） 淀江支所 午前８時30分～11時
10月30日（月） 住吉公民館 午前８時30分～９時30分
11月２日（木）ふれあいの里 午前８時30分～11時
11月10日（金）ふれあいの里 午前８時30分～11時
■前日の午後９時から検査終了まで食事をとらないで
ください。水は午前０時まで飲んでもかまいません。
当日は、起床時から検査終了まで、喫煙・ガムの摂
取もご遠慮ください。
■当日は必ず受診券と負担金をご持参ください。
※米子市淀江支所とふれあいの里の検診は、事前に予
約が必要です。先着順で予約を承りますので、ご希
望の方はお早めにお申し込みください。

蚊やダニが媒介する感染症に
ご注意ください

蚊が媒介する感染症：日本脳炎、デング熱など
ダニが媒介する感染症：日本紅

こう は ん

斑熱※、重症熱性血小板
減少症候群（SFTS）、ツツガムシ病など
※日本紅斑熱は鳥取県西部でも確認されています。日
本紅斑熱は、マダニに刺されることで感染し、頭痛
や全身倦

けん

怠感、高熱といった症状がでて、発疹が全
身に広がります。

蚊やダニに咬
か

まれないために
●キャンプやハイキング、畑仕事など、野山や畑に行
くときには

▼肌の露出を少なくする　 ▼虫よけ剤を使用する

▼車に乗る前、帰宅後は服をはたき、体をよく洗っ
てから新しい服に着替える

●野生動物や野良犬、野良猫に不用意に触らない
ダニに咬

か

まれたら
●マダニは、人や動物に口器を差し込み、数日から10
日間とりついて吸血します。そのときには無理に取
り除かず皮膚科などを受診しましょう。

ふしめ歯科検診（歯周疾患検診）を
受けてみませんか

■対 象　今年度中に40、50、60、70歳になる方
■検診場所　希望の歯科医院（鳥取県西部歯科医師会）
■検査内容　問診、歯周組織検査
■自己負担金
40、50、60歳の市民税課税世帯の方 500円
70歳の方、市民税非課税世帯の方 200円
生活保護世帯の方 無料

■実施期間　平成29年７月１日～12月末
※受診を希望される方は健康対策課（☎２３－５４５２
または☎２３－５４５８）までご連絡ください。

高齢者のインフルエンザ
予防接種を実施します

　高齢者の方を対象に、年１回のインフルエンザ予防
接種を実施します。ただし、本人が接種を希望する場
合に限ります。なお、対象者の方には、受診券を10月
下旬に郵送します。
■対象者
○ 65歳以上の方（平成29年12月31日までに65歳の
誕生日を迎えられる方）

○ 60歳以上65歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼
吸器の機能またヒト免疫不全ウイルスによる免疫の
機能に障がいを有する者として厚生労働省令で認め
られた方（身体障害１級程度）

■接種期間　11月１日（水）～平成30年１月31日（水）
※インフルエンザの流行が春先まで続く傾向にあるた
め、今年度から受診券を利用しての接種は11月1日
開始となりました。
■受け方　必ず医療機関に電話確認のうえ、お出かけ
ください。受診する際は、受診券を必ず委託医療機
関に持参してください。（委託医療機関は受診券に記
載してあります。）
■負担金　くわしくは受診券をご確認ください。

～感染予防をこころがけましょう～
インフルエンザワクチンは重症化や死亡の防止に
は一定の効果がありますが、感染を100％防ぐも
のではありません。感染予防のため、手洗い・う
がい・マスクの着用などの「せきエチケット」を
心がけましょう。



肺がん検診のお知らせ
◆肺がん検診日程（65歳以上の方は結核健康診断を含みます。）
月 日 ところ と き 月 日 ところ と き

10月16日
（月）
県

清水ヶ丘集会所西側空き地 午前９時30分～９時40分

11月７日
（火）
夜見

旧山崎動物病院 午前９時～９時20分
河岡公民館 午前10時～10時20分 夜見公民館 午前９時40分～10時10分
県公民館 午前10時40分～11時10分 迎接院　駐車場 午前10時30分～10時40分
石州府公民館 午前11時30分～11時50分 かもめ幼稚園 午前11時～11時20分
日下・山根速水氏宅前 午後１時30分～１時40分 しんかわストア 午前11時40分～正午

大高 大高公民館 午後２時～２時30分

大篠津

おしゃれセンターまつもと 午後１時～１時20分

10月20日
（金）
成実

元池原整形外科医院駐車場 午前９時20分～９時40分 旭が丘集会所 午後１時40分～１時50分
グリーンヒルズ日原公民館 午前10時～10時10分 リバードコーポレーショ

ン（株） 午後２時10分～２時20分
丸合成実店駐車場 午前10時30分～11時
カフェミント（生コン跡地）午前11時20分～11時40分 大篠津公民館 午後２時40分～３時
新山公民館 午後１時10分～１時20分

11月14日
（火）
就将

米子市役所東側玄関 午前９時～９時30分
成実公民館 午後１時50分～２時10分 錦海町・錦海団地集会所 午前９時50分～10時10分

10月25日
（水）
加茂

協同組合米子総合卸セン
ター会館（駐車場） 午前９時～９時20分 祇園町２丁目・JR 社宅集

会所 午前10時30分～10時40分

岸本哲明氏宅前 午前９時40分～10時 みずほ幼稚園駐車場 午前11時～11時20分
加茂公民館 午前10時20分～11時 就将公民館 午前11時40分～正午
５区中自治会館 午前11時20分～11時30分 （公社）鳥取県宅地建物取

引業協会西部支部 午後１時30分～１時40分
三柳団地ふれあい会館（団
地１区集会所駐車場） 午後１時～１時30分

啓成
啓成公民館 午後２時～２時20分

幸朋苑かわさき事業所駐
車場（米子市住吉・加茂
地域包括支援センター）

午後１時50分～２時10分
勝田神社 午後２時40分～３時
米子信用金庫東支店駐車場 午後３時20分～３時30分

西皆生ゴミ置場 午後２時30分～２時40分

◆対象者
　胸部レントゲン検査　40歳以上の方
「たん」の検査　50歳以上で喫煙指数（１日本数×
年数）が600以上の方（元喫煙者を含む）
◆自己負担金

区 分 レントゲン
検査

「たん」の検査を
受けられる方

市民税課税世帯の方 300円 左記に、900円追加
70歳以上の方
市民税非課税世帯の方 100円 左記に、300円追加

生活保護世帯の方 無料 無料
◆受診券　受診される際には、健診受診券の中にありま
す「肺がん検診受診券（レントゲン車用）」を必ずご
持参ください。
※くわしくは、地区回覧をご確認ください。
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乳がん検診のお知らせ
◆乳がん集団検診日程
月 日 会 場 受付時間

10月15日（日）ふれあいの里 午前９時～11時（定員に達しました。）

10月17日（火） 淀江支所 午前８時30分～11時
（残りわずかです。）

10月25日（水）ふれあいの里 午後１時30分～３時30分
11月２日（木）ふれあいの里 午前９時～11時
11月10日（金）ふれあいの里 午前９時～11時
■対象者　40歳以上の女性（平成28年度に受診さ
れた方は除きます。）

■持参する物　受診券に記載してある自己負担金、
米子市が発行した平成29年度乳がん検診受診券

■注意事項　必ず事前申込が必要です。
　受診希望の方は、お手もとに受診券をご用意のう
え、☎２３－５４５２または☎２３－５４５８へお電
話ください。
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■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

■法テラス（日本司法支援センター）無料法律相談会
離婚・借金・相続・成年後見など、法律問題全般につ
いて、弁護士が相談に応じます。要予約。米子市在住
または在勤の方、資力が一定額以下の方が対象。（く
わしくは法テラスまで。） ▼ 25日（水）午後２時～４時。
市役所本庁舎４階402会議室。１人30分、定員４人。
申込先：法テラス鳥取（☎０５０－３３８３－５４９５（受
付時間：平日午前９時～午後５時））／問市民相談課（☎
２３－５３７８、 ２３－５３９１）
■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クー
リング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市
役所本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－
６５６６、 ２３－５３９１）
■高齢者なんでも無料電話相談
高齢者の方の相続、財産管理、介護などの問題につい
て、幅広く弁護士などが相談に応じます。 ▼毎週月・
木曜の午後１時30分～４時。☎０１２０－６５－３９４８
（通話料無料）／問高齢者支援センターとっとり（鳥
取県弁護士会内） （☎０８５７－２２－３９１２）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと全般について、弁護士が相談に
応じます。１件30分5,000円。※ただし、多重債務（ク
レジット、消費者金融など）の相談は無料。要予約（受
付：平日午前９時～午後５時） ▼毎週火曜日の午後３
時～７時／米子天満屋４階／問鳥取県弁護士会米子支
部（☎２３－５７１０）
■よなご暮らしサポートセンター総合相談
●一般相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、よ
なご暮らしサポートセンター（米子市社会福祉協議会）
職員が相談に応じます。予約不要、無料、電話相談可。

▼月～金曜日（祝日および年末年始は除く。）の午前９
時～午後５時／ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費
用2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始
は除く。月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後
１時～３時／ふれあいの里１階／月～金曜日（祝日およ
び年末年始は除く。）の午前９時～午後５時に、電話で
予約／問よなご暮らしサポートセンター（米子市社会
福祉協議会内）（☎３５－３５７０）

一般公開健康講座（第78回）
■と き　10月18日（水）午後２時～３時30分
■ところ　米子市文化ホール　イベントホール
■テーマ　「緑内障　─目の神経　知らないうちに　悪

くなる―」
■講 師　さいはく眼科クリニック　院長
　　　　　瀬

せ

戸
と

川
が わ

　章
あきら

さん
※入場無料　申込不要
■問合せ　（公社）鳥取県西部医師会
　　　　　（☎３４－６２５１）

全国膠
こうげんびょう

原病友の会鳥取支部
むぎわら帽子の会 西部交流会

　膠原病の患者や家族の方、どなたでも参加できます。
日ごろ思っていること、聞いてほしいことなど、皆さ
んでお話しましょう。
■と き　10月15日（日）午後１時30分～３時30分
■ところ　ふれあいの里　２階
■問合せ　鳥取県難病相談・支援センター米子
　　　　　（☎３８－６９８６）
　　　　　全国膠原病友の会鳥取県支部　三嶋
　　　　　（☎２７－０２０３）

里親になりませんか？
10月は「里親月間」です

　里親家庭を募集しています！里親制度は、健やかな
育ちの場を求める子どものための制度です。

里親の種類
○養育里親
　さまざまな事情により家族と暮らせない子どもを一
定期間、自分の家庭で養育する里親です。

○専門里親
　養育里親のうち、虐待、非行、障害などの理由によ
り専門的な援助を必要とする子どもを養育する里親
です。

○養子縁組を希望する里親
　養子縁組によって、子どもの養親となることを希望
する里親です。

○親族里親
　実親が死亡、行方不明等により養育できない場合に、
祖父母などの親族が子どもを養育する里親です。

■問合せ　米子児童相談所
　　　　　（☎３３－１４７１、 ２３－０６２１）
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■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不
要。 ▼ 10日（火）、11月10日（金）／市役所第２庁舎
相談室／ 19日（木）／米子市文化ホール。いずれも
午後１時～４時／問人権政策課（☎２３－５４１５、
３７－３１８４）※鳥取地方法務局米子支局（☎２２－
６１６１）では、毎日人権相談に応じています。
■無料調停相談会
お金や土地・建物のトラブルなどの民事上の争いごと、
夫婦間の問題、遺産分割などの家庭内のもめごとにつ
いて、民事・家事調停委員が調停手続きの利用に関す
る相談に無料で応じます。予約不要。 ▼ 13日（金）午
前10時～午後３時／米子市文化ホール／問鳥取地方裁
判所米子支部庶務課（☎２２－２２０５）
■多重債務・法律相談会
多重債務や借金に関する困りごとについて、弁護士や
司法書士などが無料で相談に応じます。１件30分、要
予約。 ▼ 19日（木）午後１時30分～４時／米子コンベ
ンションセンター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活
相談室（☎３４－２６４８、 ３４－２６７０）・米子市消
費生活相談室（☎３５－６５６６、 ２３－５３９１）
■司法書士による「無料法律相談会」
相続・遺言、不動産の贈与・売買、不動産・商業登記、
成年後見の申立て、高齢者・障がい者の財産管理、家賃・
貸金・売掛金など140万円以下の民事紛争、借金・多重
債務問題、その他身の回りの法律問題について、司法書
士が無料で相談に応じます。前日までに要予約。 ▼ 20日
（金）午後６時～８時／米子コンベンションセンター　第１
会議室／問鳥取県司法書士会（☎０８５７－２４－７０２４）
■日曜合同労働相談会
｢ 労使ネットとっとり ｣では、解雇、雇い止め、賃金
未払い、労働時間、有給休暇、パワーハラスメントな
どの労働問題全般に関する相談について、無料・秘密
厳守で「合同労働相談会」を開催します。くわしくは
「労使ネットとっとり」までお問い合わせください。 ▼

22日（日）午前10時～午後３時／ふれあいの里／相談
対応機関：鳥取労働局、鳥取県弁護士会、日本司法支
援センター鳥取地方事務所（法テラス鳥取）、鳥取県社
会保険労務士会、鳥取県中小企業労働相談所（みなくる）
／事前予約優先。予約受付は20日（金）午後５時15分
まで／問労使ネットとっとり（鳥取県労働委員会）（☎
０１２０－７７－６０１０、 ０８５７－２６－８１５３）
■無料法律相談・裁判所見学会
10月１日から７日までの「法の日」週間にちなみ、裁

判所、検察庁および弁護士会の共催で、鳥取県弁護士
会による「無料法律相談」と鳥取地方・家庭裁判所に
よる「裁判所見学会」を行ないます。
○無料法律相談　 ▼ 26日（木）午前10時～午後３時／鳥
取地方・家庭裁判所米子支部／定員30人程度（当日受付順）
予約不要／問鳥取県弁護士会（☎０８５７－２２－３９１２）
○裁判所見学会　成年後見制度についての説明、法廷
見学、質疑応答。 ▼ 19日（木）午前10時～11時30分
／鳥取地方・家庭裁判所米子支部／定員24人（申込
み受付順）※要事前申込／申込先　鳥取地方・家庭裁
判所米子支部庶務課（☎２２－２２０５）
■米子中央ロータリークラブ　一日無料相談会
健康医療、法律、税務、建設、不動産、金融、補聴器、
保険、登記、冠婚葬祭、教育相談などについて無料相
談会を開催します。予約不要。 ▼ 19日（木）午後１時
～４時／ふれあいの里　４階／問米子中央ロータリー
クラブ事務局（☎３４－３０３２）

■米子合同行政相談所
10月16日～22日までの「行政相談週間」にちなみ
関係行政機関等が一堂に参集し地域住民からの相談
にワンストップで対応します。（弁護士による相談は
要予約・☎０８５７－２４－５５４２鳥取行政監視行政
相談センターまで） ▼ 19日（木）午後１時～４時／米
子市文化ホール（１階イベントホール）／参加機関：
鳥取地方法務局米子支局、人権擁護委員、鳥取税務
署、鳥取労働局、米子年金事務所、鳥取県、米子市、
米子市社会福祉協議会、弁護士、司法書士、行政書士、
ファイナンシャルプランナー、防災士、行政相談委員、
鳥取行政監視行政相談センター／問鳥取行政監視行
政相談センター（☎０８５７－２４－５５４２）
■行政相談委員による相談所
米子市では、４人の行政相談委員（総務大臣が委嘱）
が、毎月２回市役所を会場に相談所を開いています。
予約不要。 ▼５日（木）・23日（月）、11月２日（木）
いずれも午後１時～４時／市役所本庁舎402会議室／
問市民相談課（☎２３－５３７８）
●行政相談制度は、役所の仕事についてのご意見、ご
要望やお困りごとを受け付け、公平・中立の立場から、
その解決の促進などを図り、行政の制度や運営の改
善に反映しようという制度です。
　総務省では、この制度の利用を促進するため、行
政相談週間を定め、この期間を中心に行政相談所の
開設などの諸行事を重点的に行ないます。いずれも
相談は無料です。お気軽にご相談ください。



観覧料金　小学生～高校生50円（土
日祝は無料）、大学生・一般310円、
幼児・70歳以上・障害者手帳をお
持ちの方と付き添いの方１人は無
料。その他割引料金あり。入場の際
にお尋ねください。
天体観望会「スマホで月を写そう」
28日（土）午後７時～。対象：どな
たでも可、15組、無料。14日（土）
から電話受付。
わたを育てよう
「第３回（全５回）～わたの収穫体
験＆木の実ひろい～」29日（日）午
後２時～３時30分、対象：幼児～大
人（幼児は保護者同伴）、10組25人、
無料、講師：ねこじゃらし中原さん。
15日（日）から電話受付。
木の名札をつけよう
児童文化センター敷地内の樹木の種
類を調べて名札を付けます。15日
（日）午前10時～午後４時30分。講
師：鷲見寛幸さん。対象：小学校１
年生以上親子20組。無料、少雨決行。
１日（日）から電話受付。
秋のバラ展（主催：米子バラ会）
21日（土）午前10時～午後４時。
22日（日）午前10時～午後３時。
観覧無料。
木のおもちゃクラブ「もくもく」初
心者の日
25日（水）午前10時～正午、対象：
大人。はがきサイズの木のパズル
を作ります。４人、参加費450円。
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えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午前10時
30分～、１歳以上：11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読ボラン
ティア火曜の会）
８日（日）午前11時～11時30分、
対象：幼児～大人。
おはなしひろば
21日（土）午後２時30分～３時、対象：
幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
25日（水）午前10時～正午、予約不要、
相談無料。元保育士が子育て中の保
護者の悩みの相談にのります。
だくちるおはなし会
（共催：おはなしグループだくちる）
28日（土）午後２時15分～２時45分。
対象：幼児～大人。
プラネタリウム
☆投影開始時刻

「○」…通常投影（40分）「10月の
星空と流れ星」。
「キッズ」…幼児向け投影（25分程
度）。「ペガスス座物語」
「団体投影」（20～40分）も行なっ
ています。ご都合のよい時間に投影
することも可能です。要事前予約。

11日（水）から電話受付。
プラネタリウムコンサート
（出演：ヴァイオリン＆ハープデュ
オ　X［i

イ ク サ

ksa］）29日（日）午後６時
開演（終演予定午後７時）、対象：
小学生以上（１人500円）、幼児入
場可（ひざ上鑑賞）、100人、15日
（日）から電話受付。
ものづくりフェスト
（主催：科学実験教室実行委員会）
科学工作を通してものづくりの楽し
さ、科学の楽しさを学びます。11
月５日（日）午後１時～３時、対象：
小学３年～中学生、30人。参加費
無料、22日（日）から電話受付。
※６日（月）は幼児・未就学児対象
のイベントもあります。
おもちゃの病院
11月５日（日）①午前10時～②午前
11時～、対象：幼児～中学生、各
回６組、診察料・無料（部品代のみ
実費）。修理できないおもちゃもあ
ります。※１家族１点限り。22日（日）
から電話受付。
■開館時間（電話受付時間）
　午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日
■多目的ホールと研修室は開館日の
午後10時まで利用可。有料・要事
前申込（１週間前まで）。

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土
１
８
15
22
29

２
９
16
23
30

７
14
21
28

６
13
20
27

５
12
19
26

３
10
17
24
31

４
11
18
25

10月
の催し

11時 １時 ２時 ３時 ４時
平日 ○ ○

土・日・祝 ○ キッズ ○ ○ ○

米子市文化財団フェスティバル 
プラネタリウムコンサート、ワー
クショップ、昔遊び体験、童謡を
みんなで歌うなど楽しいイベント
を開催します。当財団の施設紹介
やパネル展示もあります。ぜひご
来場ください。 
■と き　11月３日（金・祝）
　　　　　午前10時～午後３時  
■ところ　米子市児童文化センター 
■問合せ　（一財）米子市文化財団
　　　　　（☎３５－６４１１） 
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第61回 鳥取県美術展覧会（県展）
［米子会場］
県民から公募した作品（洋画・日本
画・書道・写真・工芸・彫刻・版画・
デザイン）のうち、受賞作品と入選
作品を展示します。会期：７日（土）
～16日（月）［会期中無休］。観覧料：
無料。
県展ギャラリートーク
審査員による受賞作品の講評などを
行ないます。参加無料・申込不要。
日時：７日（土）午前11時～正午。
会場：米子市美術館 各展示室
第３回ミュージアムスクール
米子まちなか彫刻探検ツアー
戸田海笛《喜怒哀楽の図》など、ま
ちなかにある彫刻作品を、学芸員の
解説を交えて散策しながら鑑賞し
ます。参加無料・申込不要。日時：
15日（日）午後２時～３時30分。集
合場所：米子市美術館玄関横《喜怒
哀楽の図》ブロンズレリーフ前
常設展Ⅱ「日本画の眺め」
会期：29日（日）～11月19日（日）。
観 覧 料：320（270）円。 ※（　）
内は15人以上の団体料金。※大学
生以下の方、70歳以上の方、障が
いのある方（介護者１人含む。）は
無料。その他各種割引あります。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月の休館日　４日、18日、25日

企画展「昭和のよなご」
太平洋戦争終戦までの昭和時代の
米子の歴史を、所蔵資料や写真を
中心に振りかえります。会期：９

月24日（日）～11月26日（日）。会
場：第１展示室。観覧料：一般300
円※ 70歳以上の方、大学生以下の
方、障がいのある方（介護者１人を
含む。）は無料。
■開館時間　午前９時30分～午後
６時（入館は午後５時30分まで）
■今月の休館日　毎週火曜日と14
日（停電点検）

特別企画展「弥生時代の米子」－水
田稲作のはじまり－
米子の弥生時代の遺跡から発掘され
た出土品等を展示し、米子の弥生人
の様子を紹介します。会期：４日（水）
～11月27日（月）。
■観覧料　無料
■開館時間　午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日と11日

考古学講演会　第２回
「米子の弥生時代を探る」－弥生集
落の発掘調査－
講師：鳥取県埋蔵文化財センター　
文化財主事　枡家　豊さん。日時：
28日（土）午後２時～３時30分。会場：
米子市文化ホール１階展示室。参加
費：100円（資料代）。定員：70人。
☎・ＦＡＸで埋蔵文化財センターに
25日（水）までにお申し込みくださ
い。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　毎週土、日曜日と９日

10月ロビー展　手作り雑貨展

出展者：髙本恵美さん。期間：１日
（日）～31日（火）まで。※同時開催：
フリマ雑貨店
クラフトの日　テラコッタで作る
「お地蔵さん」日時：21日（土）。
受講料：1,000円（要予約）
■入園料
　大人200円、小・中学生100円
■開園時間　午前９時30分～午後５時
■今月の休園日　11日、25日

ファミリーコンサート～音楽のおも
ちゃ箱 vol.4 ～
おはようコンサート
とき：９日（月・祝）午前11時～11
時45分（開場：午前10時45分）。
こんにちはコンサート
とき：９日（月・祝）午後２時～３時（開
場：午後１時45分）。
ところ：米子市淀江文化センター（大
ホール）。出演者：勝田町一番地寄
合楽団。定員：各回588人。入場料：
子ども（０歳～中学生）300円、大
人500円（当日各200円増し）。毎
年大好評の木のおもちゃ体験コー
ナーも予定しています。
ランチタイムレコード
映画音楽のレコードを10日（火）
午後０時15分～１時、米子市淀江文
化センターロビーにて開催。また、
今月は特別に「第34回よどえ夢ま
つり」に協賛し『ＮＨＫ名曲アルバ
ム』を15日（日）午後０時15分～１
時10分、米子市淀江文化センター
イベントホールにて開催。いずれも
入場無料。
■開館時間　午前９時～午後10時
■今月の休館日　毎週水曜日



米子市立図書館
☎２２－２６１２
２２－２６３７

開館時間　平日：午前９時～午後７時、土・日・祝日：午前10時～午後６時
今月の休館日　毎週月曜日、９日～18日（特別資料整理期間）、31日（月末資料整理）、
　　　　　　　※ 30日、31日は連休になります。

行事・催し 日にち・時間

お
は
な
し
会

木曜おはなし会
協力：ほしのぎんか、火曜の会 毎週木曜日　午前10時40分～11時30分　０歳の赤ちゃんから。※12日はお休み。

夕方おはなし会（図書館職員）特別整理期間のため、お休みします。
おはなしかご
協力：米子おはなしかご 毎月第３土曜日開催　21日（土）午前10時30分～11時　ストーリーテリング（語り）です。

各
種
講
座

つつじ読書会 ７日（土）午後２時～４時『日本文学史序説』（下）加藤周一：著　筑摩書房（初めての方は要連絡）
こどものための論語教室 １日（日）午前10時30分～11時30分　（初めての方は要連絡）
楽しく漢文に学ぶ会 １日（日）午後１時30分～３時30分　（初めての方は要連絡）

いきいき長寿音読教室 10月はお休みです。次回は11月８日（水）午前10時30分～11時30分開催。（予約受付中）
初心者の方でも大丈夫です。一緒に楽しく音読しましょう。要予約。定員14人

鳥取大学サイエンス・アカデ
ミー in 米子（全３回）

「テーマ未定」（午前10時30分～正午）① 28日（土）講師未定、② 11月11日（土）、③ 11
月25日（土）

古文書研究会 28日（土）午後１時30分～３時。「多
た び の み ち く さ

比能実知久佐」を読む。講師：中
なか

宏
こう

さん

小泉　凡
ぼん

氏　郷土文化講演会
21日（土）午後１時30分～３時「小泉八雲の世界から～地域資源としての作家と文学」
講師：小泉　凡さん（島根県立大学短期大学部教授、小泉八雲記念館館長）、申込不要。
定員 100人

未来をひらく鳥取学（特別講
座）※ライブ中継

21日（土）午前10時30分～正午。「地盤が決める地震の揺れ」鳥取大学大学院工学研究科
教授　香

か が わ た か お

川敬生さん。
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
（
要
予
約
）

起業・経営なんでも相談会 １日（日）午後１時～５時　中小企業診断士による相談会。予約先：米子市立図書館

起業・事業融資相談会 １日（日）午後１時～５時　融資・補助金等に関する相談会
予約先：日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１、 ３３－４２０３）

ビジネス情報相談会 20日（金）午後１時～３時　ビジネスに関するあらゆる情報の相談や経営の相談に応じます。
予約先：米子市立図書館

よなご若者サポートステー
ション出張相談

24日（火）午後１時～５時　15歳～39歳の若者の就労・社会参加に向けての相談
予約先：よなご若者サポートステーション（☎・ ２１－８７６６）

特許無料相談 24日（火）午後１時～４時 特許・商標・実用新案等に関する相談。予約先：米子市立図書館

そ
の
他

こころの相談会【要予約】
４日（水）午後２時～４時　悩んでいること、つらく、苦しいことなど、産業カウンセラー
に話してみませんか？　予約先：ライフサポートセンターとっとり（☎０１２０－８２－
５８５８（平日午前９時30分～午後５時30分） ０８５７－３２－５４５４）

行政書士無料相談会 21日（土）午前10時～午後２時　１階対面朗読室。予約不要。11月は11月11日（土）。
問合せ：鳥取県行政書士会事務局（☎０８５７－２４－２７４４）

【２階ギャラリー】
●　「公文書館巡回展　鳥取大地震・西部地震・中部地震―被災から復興への記録―」（主催：鳥取県立公文書館）９月28日（木）
～10月８日（日）最終日は正午まで。　

●　「ディサービスセンターひこな作品展」（主催：ディサービスセンターひこな）～10月５日（木）最終日は正午まで
●　「加茂川まつり写真展」（主催：加茂川まつり実行委員会）10月19日（木）～11月３日（金）
●　「拉致問題啓発パネル展」（主催：米子市人権政策課）10月19日（木）～27日（金）

10月９日（月）～18日（水）まで
特別資料整理期間（蔵書点検）のため休館となります

長期の休館となり、大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。

●この間に、全蔵書（約30万冊）の点検を行ない、紛失資料の確認、所蔵場所の確認と修
正を行ないます。
●休館中は本の返却とインターネットからの図書予約がご利用いただけます。
●本の返却は図書館玄関横の返却ポストをご利用ください。（米子市役所駐車場をご利用の
際は米子市役所総合案内、宿直室、美術館で駐車券の処理を行ないます。）



ヒシクイ
　ヒシクイは、
10月頃から水鳥
公園に飛来する
ガンの仲間で、
国の天然記念物
に指定されてい
る鳥です。かつ
てはマガンの群

れに数羽が時々混じっている程度でしたが、平成
27年の冬に最多で20羽が飛来するなど、少しでは
ありますが、近年個体数や観察頻度が増えてきたよ
うに感じます。
　ところで、ヒシクイという名は、水草の一種であ
るヒシの実を食べることからつけられたものです。
しかし、中海周辺にはヒシはほとんどないので、ヒ
シの実を食べるヒシクイは観察できません。そのか
わり、水辺の草を主に食べています。
　ヒシクイには、くちばしと首が細長いオオヒシク
イと、くちばしと首が短めのヒシクイという二つの
亜種が知られています。しかし、水鳥公園に飛来す
るヒシクイにはいろいろな体型のものがいて、どち
らともいえないことが多々あります。図鑑では亜種
が見分けられるように紹介されていても、実際はそ

んなに単純ではありません。
　ヒシクイの特徴は、くちばしが黒くてくちばしの
先端寄りにオレンジ色の帯模様があることです。毎
年数百羽飛来するマガンと一緒にいるときは、くち
ばしに注目すれば見つかります。また、マガンは声
が高めで「キャハン、キャハン」と聞こえるのに対
し、ヒシクイは声が低くて「ガガン、ガガン」と聞
こえるので、鳴き声もヒシクイの存在に気付くよい
手がかりになります。ヒシクイは警戒心が強く、な
かなか近くで観察できることがありませんが、近頃
はネイチャーセンターのそばまでやってくることも
あります。
　中海の主なガン類であるマガンの群れと一緒にい
ることが多いですが、ガンの仲間同士とはいえ別の
種類なので、行動はマガンとは少し異なります。水
鳥公園から安来の田んぼへ食事に移動するときも、
マガンの群れとは別に移動しています。10月から
11月にかけては、ガン類は早朝に安来の田んぼで
食事を終えた後、昼間に水鳥公園に集まって休む傾
向があるので観察しやすいです。園内にガンの群れ
がいたら、その中からヒシクイを探してみてはいか
がでしょうか。

米子水鳥公園主任指導員　桐
きりはら

原　佳
けいすけ

介

水鳥公園からのたより

10月に見られる生きものたち
鳥類： コハクチョウ、マガンなどのガン類、ヒドリガモなどのカモ類、ダイサ
ギなどのサギ類、チュウヒなどのタカ類、カワウ、カイツブリ　など。
その他生きもの：メダカ、オンブバッタなどのバッタ類、ハラビロカマキリな
どのカマキリ類、エンマコオロギなどのコオロギ類　など。

10月の催し
コハクチョウ初飛来日クイズ2017
コハクチョウの初飛来日を予想して
投票してください。コハクチョウの
初飛来まで受付中。対象：期間中の
ネイチャーセンター入館者。応募方
法：入館時に配布する応募用紙に必
要事項を記入し、応募用紙を館内の
応募箱に入れてください。応募はお
一人につき１回。応募期間：コハク
チョウが初飛来するまで。
手作り自然教室
「竿を作ってゴズを釣ろう！」
自分で作った釣竿でゴズ（マハゼ）
を釣ります。釣れたゴズは、みん
なで美味しく料理して味わいます。
15日（日）午前９時30分～午後３時。
対象：小学生以上の親子10組・要
予約。参加費：500円。

自然観察会「コハクチョウのねぐら
入りを観よう！」
夕焼け空の中、編隊飛行してくるコ
ハクチョウが池に舞い降りる様子を
観察します。21日（土）午後５時～
６時。対象：小学生以上がおすすめ。
当日受付。
フェザーカービング展
本物そっくりな木彫りの羽毛を多数
展示します。10月29日（日）～11
月25日（土）。出品：バードカービ
ング米子。
バードカービング展
本物そっくりな木彫りの野鳥を展示
します。ぜひいろいろな角度からご
鑑賞ください。10月29日（日）～
11月５日（日）午後３時まで。出品：
バードカービング米子。
彦名・水鳥ふれあい中海ウォーキング大会
粟嶋神社から水鳥公園周辺の中海湖

岸約 5.5kmを歩きながら、チェッ
クポイントのクイズに答えます。
ウォーキング終了後、クイズの答え
合わせと景品のプレゼント、豚汁と
ご飯の炊き出しがあります。11月
５日（日）午前９時30分～午後０時
45分。対象：長距離歩ける方。集合：
彦名二区公民館。主催：彦名校区自
治連合会・公益財団法人中海水鳥国
際交流基金財団
●会場・集合は特に記載のない場合
水鳥公園ネイチャーセンターです。
●米子水鳥公園の催しへの参加には
入館料が必要です。手作り自然教室
の参加費は、入館料を含めた大人・
子ども一律の料金です。
●入館料は、高校生～69歳の方は
310円、その他は無料です。
■開館時間　午前９時～午後５時30分
■休館日　毎週火曜日

米子水鳥公園（☎２４－６１３９・ ２４－６１４０）
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第11回全日本Challenged
アクアスロン皆生大会

　 障 が い 児・ 者 に
よ る 水 泳、 ラ ン ニ
ングの複合競技大会
「Challenged アクア
スロン」が今年も開催
されます。参加するア
スリートのみならず、
ここに集うすべての人々が心から楽しみ、交流の輪が
ひろがるよう、皆さんの応援をお待ちしています。
【前夜祭】　■と き　10月８日（日）午後２時～４時
　　　　　■ところ　ガイナックスシアター
　　　　　　　　　　（イオン米子駅前店３階）
【競技会】　■と き　10月９日（月・祝）
　受付開始：午前８時、開会式：午前８時30分～９時、
　競技開始：午前９時30分～、終了予定：午後４時
■ところ　米子市皆生市民プール、皆生プレイパーク
　　　　　およびその周辺
※雨天時は、米子市皆生市民プールおよび体育館
■主催・問合せ　全日本Challenged アクアスロン皆
生大会実行委員会 事務局（ＮＰＯ 法人地域活動支
援センターおおぞら内（☎・ ３４－２５５６）［受付
時間：平日午前10時～午後５時。時間外は留守番電
話になります。土、日、祝日は休み］

没後10周年　高木東六の世界
　「水色のワルツ」などの作曲で知
られる米子市出身の音楽家、高木東
六。没後10周年の節目に、講演と
音楽、舞踊でその足跡をたどります。
昨年70年ぶりに復元上演された幻
の舞踊曲「鶴」を現代舞踊で上演。
そしてなつかしい昭和の名曲の数々
を歌とピアノでつづります。
　当日、ホワイエでは、米子市立山

陰歴史館主催の特別展も開催。高木東六ゆかりの品を
展示します。高木東六の世界をお楽しみください。
■と き　10月21日（土）開演：午後２時
　　　　　　　　　　　　特別展は午後１時～
■ところ　米子市公会堂
■出 演
講演：藤

ふじ

井
い

浩
こ う

基
き

（島根大学教育学部教授）
舞踊：木

き の

野彩
さい

子
こ

（鳥取大学地域学部附属芸術文化セ
ンター専任講師）
ピアノ：山

やま か わ

川智
ち か

馨
ソプラノ：松

まつ

田
だ

千
ち え

絵
■入場料　無料
■主 催　（一財）米子市文化財団
■後 援　米子市・米子市教育委員会
■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３６）

ジョルジュ　米子公演
ピアノと物語

■と き　11月19日（日）午後３時開演
　　　　　（午後２時30分開場）
■ところ　米子市文化ホール　メインホール
■主 催　ＢＳＳ山陰放送
　　　　　（公財）鳥取県文化振興財団
　　　　　（一財）米子市文化財団
■チケット　3,800円【全席指定】
　　　　　　※未就学児入場不可

※車いす席は指定席価格（取扱いは米子
市文化ホールのみ）

■プレイガイド
米子市文化ホール、アルテプ
ラザ、倉吉未来中心、とりぎ
ん文化会館、鳥取県文化振興
財団インターネット・チケッ
トサービス、山陰放送オンラ
インチケット、CNプレイガ
イド、ローソンチケット（Lコー
ド 63258）
■問合せ　米子市文化ホール
　　　　　（☎３５－４１７１）

よどえ夢まつり
（第34回淀江町産業祭）

■と き　10月15日（日）午前９時30分～午後３時
■ところ　米子市淀江文化センターおよび前駐車場
○出店　淀江町内を中心
とする各種企業、団体
などによる特産品販
売、展示、バザー

○屋外ステージイベント
郷土芸能、町内サーク
ル等の踊りや歌、お楽
しみ抽選会、Ｄｒ．ゆびの健康体操など

○こども夢広場　かるた大会、お話コーナー、ランチ
タイムレコードなど

○安心・安全まちづくりｉｎよどえ（午前中）

▼はたらく車の展示　パトカー、消防車、救急車、
除雪車、高所作業車など

▼防火・防災体験　水消火器体験、火災警報器の展示、
防火衣およびヘルメットの着衣経験など　

▼交通安全・防犯体験　お子さま制服撮影、簡易運
転適正診断など

■問合せ　淀江支所よどえまちづくり推進室
　　　　　（☎５６－３１６４、 ５６－５２０１）

スポーツ・芸術の秋を彩るイベントを紹介します


